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ま
ち
の
話
題TOWN TOPICS

■監　督／渡邉隆弘（大熊町役場）
■コーチ／吉田充芳（中野屋）
　　　　　長谷川亨公（大熊中教諭）
■選　手／佐藤汰樹（会津工高２年）
　　　　　吉田剣志郎（横浜高２年）
　　　　　渡邉美羽（須賀川桐陽高１年） 

■　大熊町チーム・メンバー　■
区 距離 選手（所属）
1 4.0km 坂本ちほ（白鴎大３年）
2 8.2km 渡邉孔輝（帝京安積高２年）
3 5.8km 柳田明德（好間中３年）
4 7.3km 吉田好孝（クレハいわき営業所）＝主将
5 6.4km 柳田学德（いわき総合高２年）
6 8.3km 和田一浩（会社員）
7 5.2km 齋藤衡（草野中１年）
8 4.1km 遠藤尚斗（平一中３年）
9 3.0km 渡部杏奈（平一中３年）
10 9.3km 渡邉隆弘（大熊町役場）
11 3.9km 鈴木奏美（小名浜一中教諭）
12 7.0km 吉田充芳（中野屋）
13 4.8km 船渡優太（大熊町役場）
14 5.7km 渡邉大勇（平工高２年）
15 3.4km 尾内梨穂（若松六中３年）
16 8.4km 三瓶優成（東洋大附属牛久高１年）

　
第
29
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

が
11
月
19
日
、
白
河
市
か
ら
福
島
市

ま
で
の
全
16
区
間
94
・
８
ｋ
ｍ
で
行

わ
れ
、
大
熊
町
チ
ー
ム
は
５
時
間
52

分
20
秒
で
ゴ
ー
ル
。
総
合
順
位
を
昨

年
か
ら
５
つ
上
げ
て
47
位
（
町
の
部

25
位
）
と
し
、
敢
闘
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
総
合
力
で
勝
ち
取
っ
た
敢
闘
賞
で

し
た
。
強
風
と
寒
さ
の
厳
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
チ
ー
ム
は
全
16

区
間
を
通
じ
、
１
度
も
順
位
を
50
位

台
に
下
げ
る
こ
と
な
く
、
選
手
一
人

一
人
が
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
た
す
き

１区の坂本選手（39 番）

柳田明德選手（右）からたすきを受ける吉田好孝選手

須賀川市役所にゴールした柳田学德選手
（写真左）とスタートした和田選手（写真右）

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
県
外
か
ら
駆
け

付
け
た
１
区
の
坂
本
ち
ほ
選
手
（
白

鴎
大
３
年
）
は
区
間
10
位
、
最
終
16

区
の
三
瓶
優
成
選
手
（
東
洋
大
附
属

牛
久
高
１
年
）
は
区
間
15
位
の
力
走

で
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
こ
の
日
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
、
避
難
先
や
実
際
の
コ
ー
ス
で
練

習
や
試
走
を
重
ね
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
当
日
に
向
け
て
自
己
管
理
を

怠
ら
な
か
っ
た
選
手
と
、
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
の
力

で
し
た
。

　
レ
ー
ス
後
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
チ
ー
ム
に
表
彰
状
と
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
福
島
市
内
で
行
わ

れ
た
解
団
式
で
は
、
武
内
敏
英
教
育

長
が
「
こ
の
結
果
は
町
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
で
、
選
手
一
人
一
人
に

と
っ
て
も
お
お
き
な
励
み
に
な
る
。

う
れ
し
い
一
日
と
な
っ
た
」
と
述

べ
、
渡
辺
利
綱
町
長
も
「（
震
災
後

は
）
出
場
が
危
ぶ
ま
れ
る
年
も
あ
っ

た
が
、
敢
闘
賞
と
い
う
金
星
を
手
に

し
た
。皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、

町
も
復
興
へ
の
道
を
進
み
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
町
民
の
皆

さ
ん
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

大熊町、敢闘賞47位！

ゴール地点の県庁前で記念写真に収まる選手やスタッフたち

８区の遠藤選手15 区の尾内選手16 区の三瓶選手 遠藤選手からたすきを受け取る９区の渡部選手
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瓶
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。

　
選
手
た
ち
は
こ
の
日
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
、
避
難
先
や
実
際
の
コ
ー
ス
で
練

習
や
試
走
を
重
ね
ま
し
た
。
落
ち
着

い
て
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
当
日
に
向
け
て
自
己
管
理
を

怠
ら
な
か
っ
た
選
手
と
、
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
の
力

で
し
た
。

　
レ
ー
ス
後
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
チ
ー
ム
に
表
彰
状
と
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
福
島
市
内
で
行
わ

れ
た
解
団
式
で
は
、
武
内
敏
英
教
育

長
が
「
こ
の
結
果
は
町
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
で
、
選
手
一
人
一
人
に

と
っ
て
も
お
お
き
な
励
み
に
な
る
。

う
れ
し
い
一
日
と
な
っ
た
」
と
述

べ
、
渡
辺
利
綱
町
長
も
「（
震
災
後

は
）
出
場
が
危
ぶ
ま
れ
る
年
も
あ
っ

た
が
、
敢
闘
賞
と
い
う
金
星
を
手
に

し
た
。皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、

町
も
復
興
へ
の
道
を
進
み
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
町
民
の
皆

さ
ん
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

大熊町、敢闘賞47位！

ゴール地点の県庁前で記念写真に収まる選手やスタッフたち

８区の遠藤選手15 区の尾内選手16 区の三瓶選手 遠藤選手からたすきを受け取る９区の渡部選手



4

ふくしま駅伝敢闘賞！

敢闘賞を示すピンクの印を指さ
してガッツポーズする渡邉監督

敢闘賞の盾とたすき

　
選
手
た
ち
に
は
、
成
績
を
気
に
せ

ず
楽
し
く
走
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
半
面
、
今
年
は
本
気
で
敢
闘
賞
が

狙
え
る
と
期
待
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が

そ
ろ
っ
た
の
で
、
ど
う
臨
む
か
正
直

迷
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
選
手
に

敢
闘
賞
を
取
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
考

え
、
そ
の
た
め
に
レ
ー
ス
展
開
や

個
々
の
実
力
に
応
じ
た
現
実
的
な
走

り
を
求
め
ま
し
た
。
他
チ
ー
ム
の
選

手
に
影
響
さ
れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を

崩
し
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
レ
ー
ス
前
、「
一
人
１
秒
の
短

縮
を
積
み
重
ね
れ
ば
順
位
は
上
が

る
」
と
言
い
続
け
ま
し
た
。
結
果
、

ト
ー
タ
ル
で
昨
年
よ
り
20
分
も
早
く

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
全
員
で

勝
ち
取
っ
た
敢
闘
賞
で
し
た
。
一
人

一
人
が
少
し
ず
つ
実
力
以
上
の
頑
張

り
を
見
せ
、
自
分
の
役
割
を
果
た
せ

な
か
っ
た
選
手
は
一
人
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

□
若
手
に
刺
激
さ
れ

　
震
災
後
は
単
独
チ
ー
ム
で
出
場
を

続
け
る
こ
と
が
大
変
な
状
況
で
す
。

震
災
直
後
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
中
学

生
た
ち
が
高
校
生
と
な
り
、
今
で
は

チ
ー
ム
を
支
え
る
貴
重
な
戦
力
に
成

長
し
ま
し
た
。
新
た
に
加
わ
っ
た
中

学
生
も
自
分
の
区
間
を
必
死
で
走
り

抜
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
若
手
の
姿
に

背
中
を
押
さ
れ
、
私
た
ち
社
会
人
選

手
も
粘
り
の
走
り
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
私
も
監
督
兼
選
手
と
し
て
10

区
を
走
り
ま
し
た
が
、
若
手
の
成
長

も
あ
っ
て
、
選
手
と
し
て
は
「
つ
な

ぎ
役
」
に
徹
す
る
だ
け
で
し
た
。

□
目
標
が
一
つ
に

　
サ
ポ
ー
ト
役
の
ス
タ
ッ
フ
や
家
族

の
皆
さ
ん
は
、
今
年
も
献
身
的
に
選

手
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
あ
な

た
た
ち
の
頑
張
り
が
、
町
民
の
元
気

に
つ
な
が
る
」
と
、
選
手
を
叱
咤
激

励
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
第
に
、

チ
ー
ム
全
体
に
「
ま
ず
は
出
場
」
だ

け
で
な
く
「
一
つ
で
も
順
位
を
上
げ

た
い
」
と
い
う
共
通
の
意
識
が
芽
生

え
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
い

う
実
感
を
持
て
ま
し
た
。

□
ス
ポ
セ
ン
の
光
景

　
来
年
以
降
も
厳
し
い
チ
ー
ム
事
情

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い

え
、
ふ
る
さ
と
の
町
名
を
掲
げ
て
一

つ
の
目
標
を
目
指
せ
る
機
会
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
思
い
を
共
有
で

き
る
仲
間
を
一
人
で
も
多
く
見
つ

け
、
さ
ら
な
る
順
位
ア
ッ
プ
を
狙
い

た
い
で
す
。
大
熊
町
は
第
１
回
か
ら

29
年
間
絶
え
る
こ
と
な
く
出
場
を
続

け
て
い
ま
す
。
震
災
前
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
は
老
若
男
女
が

陸
上
、野
球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に

励
む
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技
種

目
が
違
っ
て
も
同
じ
場
所
で
練
習
し

て
切
磋
琢
磨
し
て
き
ま
し
た
。
誰
も

が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
土
壌
が
あ
っ

た
か
ら
今
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

来
年
の
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

一人１秒の積み重ね
― 渡邉隆弘監督 ―

　
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
全
町
避

難
後
初
め
て
、
大
熊
町
の
農
産
物
が

町
外
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
出
荷
第

一
号
と
な
っ
た
の
は
、
お
お
く
ま
未

来
合
同
会
社（
畑
川
恵
成
代
表
社
員
）

が
栽
培
し
た
ホ
ン
シ
メ
ジ
で
す
。

　
ホ
ン
シ
メ
ジ
は
、
広
く
流
通
し
て

い
る
ブ
ナ
シ
メ
ジ
と
は
違
い
、
エ
リ

ン
ギ
の
よ
う
に
大
き
く
肉
厚
な
キ
ノ

コ
で
す
。
県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し

て
、
県
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
菌
床
で
自
然
栽
培
に
取
り
組
む

県
内
４
団
体
の
一
つ
と
し
て
、
初
め

て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
居
住
制
限
区

域
の
大
川
原
地
区
に
建
て
た
小
型
ハ

ウ
ス
３
棟
で
10
月
上
旬
に
育
て
始
め

ま
し
た
。
収
穫
後
は
放
射
性
物
質
検

査
で
安
全
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
上
旬
に
初
出
荷
し
、
郡
山
市

の
ホ
テ
ル
に
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル

コ
ー
ス
で
出
し
た
「
和
牛
ロ
ー
ス
の

グ
リ
ル　
き
の
こ
の
グ
ラ
タ
ン
仕
立

て
」
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
お
客
さ

ん
は
「
香
り
が
よ
く
て
お
い
し
い
」

「
歯
ご
た
え
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
感

想
を
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
同
社
は
、
帰
還
し
た
町
民
が
震
災

前
の
よ
う
に
農
業
を
営
め
る
環
境
を

取
り
戻
す
目
的
で
設
立
し
、
ホ
ン
シ

メ
ジ
は
初
め
て
町
内
で
試
み
る
栽
培

で
す
。
温
度
管
理
な
ど
を
徹
底
す
れ

ば
１
シ
ー
ズ
ン
数
百
キ
ロ
ほ
ど
収
穫

で
き
る
そ
う
で
す
が
、
社
員
に
キ
ノ

コ
栽
培
の
経
験
者
は
ゼ
ロ
。
何
も
か

も
手
探
り
状
態
で
の
初
年
度
の
栽
培

で
す
。

　
同
社
で
ホ
ン
シ
メ
ジ
部
会
長
を
務

め
る
増
子
四
郎
執
行
社
員
（
69
）
は

「
何
年
先
な
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
帰
還
し
た
時
に
町
民
が
収
入
を

上
げ
ら
れ
る
先
例
と
な
る
よ
う
、
今

の
う
ち
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
で
栽
培
の
ホ
ン
シ
メ
ジ

大
熊
産
、初
出
荷

TOWN TOPICS

（写真上から）ホンシメジの育ち具合を確認する増子さん、
ホンシメジを栽培している小型ハウス、小型ハウスの室内、
ホテルで提供された料理
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い
た
そ
う
で
す
。

　
同
社
は
、
帰
還
し
た
町
民
が
震
災

前
の
よ
う
に
農
業
を
営
め
る
環
境
を

取
り
戻
す
目
的
で
設
立
し
、
ホ
ン
シ

メ
ジ
は
初
め
て
町
内
で
試
み
る
栽
培

で
す
。
温
度
管
理
な
ど
を
徹
底
す
れ

ば
１
シ
ー
ズ
ン
数
百
キ
ロ
ほ
ど
収
穫

で
き
る
そ
う
で
す
が
、
社
員
に
キ
ノ

コ
栽
培
の
経
験
者
は
ゼ
ロ
。
何
も
か

も
手
探
り
状
態
で
の
初
年
度
の
栽
培

で
す
。

　
同
社
で
ホ
ン
シ
メ
ジ
部
会
長
を
務

め
る
増
子
四
郎
執
行
社
員
（
69
）
は

「
何
年
先
な
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
帰
還
し
た
時
に
町
民
が
収
入
を

上
げ
ら
れ
る
先
例
と
な
る
よ
う
、
今

の
う
ち
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
で
栽
培
の
ホ
ン
シ
メ
ジ

大
熊
産
、初
出
荷

TOWN TOPICS

（写真上から）ホンシメジの育ち具合を確認する増子さん、
ホンシメジを栽培している小型ハウス、小型ハウスの室内、
ホテルで提供された料理



6

　戦前から戦後、野上の小塚地区に国直轄の炭
焼き研究施設があり、祖父と父（六郎さん）が
働いていました。中屋敷に向かう途中、玉の湯
の手前あたりです。施設は昭和 33 年に閉鎖。
その後、父は独立して林業を営み、私（清さん）
も森林組合の作業員になりました。
　木を切るには、まずノコギリで幹に三角形の
切り込みを入れ、逆方向からまさかりを入れま
す。幹は切ってしまわずに中心部を少し残す。
これを「つる」と言い、つるで木の倒れる方向
を定めます。このノコギリは親父が使っていた
もの。私はチェーンソー世代ですが、手順は今
も基本的に同じです。
　まさかりは今も薪割りに使います。刃の両面
にそれぞれ三本、四本の切れ込みが彫られてい
ます。三は「お神酒」、四は「塩」を意味し、
山の神様への畏敬の念を表したものと教わりま
した。機械のない時代からずっと続いてきた山
仕事の歴史を知ることは、現在、林業に携わる
自分の誇りにつながっています。

おもいで拝見

熊
１
区　
高
橋
六
郎
さ
ん
（
86
）

清
さ
ん
（
56
）

　皆さんが大切にしている品、懐か
しい場所を紹介していただきました

※皆さんの「おもいで」も教えてください
問　大熊町役場会津若松出張所　企画調整課

ノ
コ
ギ
リ
と
ま
さ
か
り

　

町
文
化
展
が
10
月
22
日
、
町
役

場
い
わ
き
出
張
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
は
町
民
手
作
り
の
作
品
に

加
え
、
町
教
委
な
ど
が
取
り
組
ん
で

い
る
個
人
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
で
町

内
か
ら
持
ち
出
し
た
品
々
も
展
示
し

ま
し
た
。
明
治
時
代
の
弾
薬
箱
や
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

雑
誌
、
大
熊
産
の
梨
用
化
粧
箱
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
足
を
運
ん
だ

方
々
は
町
で
の
暮
ら
し
を
物
語
る
展

示
物
の
数
々
を
、
懐
か
し
そ
う
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。
文
化
展
は
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
で
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

展示された文化財の品々

個人文化財も紹介
町文化展、来場者見入る

　
町
行
政
区
長
会
は
10
月
30
日
、
町

に
対
し
行
政
区
絆
維
持
補
助
金
の
継

続
を
要
望
し
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金

は
、
震
災
前
の
地
域
の
つ
な
が
り
を

保
つ
た
め
、
行
政
区
が
実
施
す
る
総

会
や
交
流
会
の
費
用
負
担
を
補
助
す

る
目
的
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
30
日
は
井
戸
川
洋
一

会
長
、
渡
部
幸
悦
副
会
長
が
町
役
場

会
津
若
松
出
張
所
を
訪
れ
、
来
年
度

以
降
も
支
援
を
継
続
す
る
よ
う
求
め

る
要
望
書
を
渡
辺
利
綱
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
渡
辺
町
長
は
「
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

要望書を手渡す井戸川会長（中央）と渡部副会長（左）

絆補助金の継続を要望
行政区長会「来年度以降も」

　埼玉県入間郡３町（越生、三芳、毛呂山）
の副町長会視察団が 10 月 25 日、町役
場会津若松出張所を訪れました。岩﨑鉄
也越生町副町長が「生きた教訓を防災計
画に生かしたい」とあいさつ。一行は復
興に関して様々な質問をして、取り組み
に理解を深めました。

埼
玉
の
３
副
町
長
、若
松
出
張
所
視
察

　埼玉県越生町で 11 月３日に開かれた
「越生産業まつり」に大熊町が参加しま
した。震災後、越生町から職員派遣など
の支援を受けた縁で交流が続いており、
今回はおおちゃん小法師の絵付けや復興
を伝える写真展示を行いました。小法師
の着ぐるみが子どもたちに人気でした。

埼
玉
・
越
生
町
の
産
業
祭
に
参
加

　町立幼稚園と小学校の合同発表会が
10 月 21 日、小学校体育館で開かれまし
た。幼稚園児はお遊戯、小学生は合唱や
合奏、創作太鼓や群読などを元気いっぱ
いに発表。練習の成果を存分に披露し、
お世話になった方々への感謝を伝えた発
表会となりました。

町
立
幼
・
小
が

合
同
学
習
発
表

　10 月 12 日、「 町民トレッキング
2017」が開かれ、北塩原グランデコリ
ゾートに集合した 39 人がゴンドラで山
頂付近まで登り、百貫清水までのコース
を、裏磐梯の紅葉を楽しみながら歩きま
した。思い思いに笑顔で歩く皆さんを紅
葉も歓迎、楽しいひとときとなりました。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

裏
磐
梯
に
笑
顔

　ソフトボールを通じた交流を続けてい
る大熊町と栃木県鹿沼市のシニア有志に
よる親善試合が 10 月 28 日、鹿沼市で
行われました。毎年、同市と会津若松市
を交互に訪れており、今年は町民 10 人
が参加して２試合を戦い、１勝１敗の結
果でした。

鹿
沼
市
を
訪
れ

ソ
フ
ト
で
交
流

　大熊中の文化祭「柏陽祭」が10月28
日、会津大短期大学部体育館で開かれま
した。「我ら20人の魂」をテーマに、ふ
るさと創造学、英語弁論、作文などの学
習発表を行ったほか、全生徒による企画
発表ではダンスやコントを盛り込んだ演
劇を披露し、訪れた人を感心させました。

学
習
成
果
披
露

大
中「
柏
陽
祭
」
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TOWN TOPICS

　11 月 14 日に福島市で開かれた県下農
業委員会大会で、大熊町農業委員４人が
表彰されました。受賞したのは、永年勤
続会長表彰が根本友子さん、永年勤続委
員表彰が渡辺完治さん、田中利忠さん、
畑川恵成さんです。おめでとうございま
す。

農
業
委
員
４
人

県
大
会
で
表
彰

　
除
染
に
よ
る
汚
染
土
壌
や
廃
棄
物

を
保
管
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
の
う

ち
、
環
境
省
が
大
熊
町
夫
沢
字
東
台

に
整
備
し
た
土
壌
貯
蔵
施
設
で
10
月

28
日
、
汚
染
土
壌
の
貯
蔵
が
始
ま
り

ま
し
た
。
汚
染
土
壌
や
廃
棄
物
は
こ

れ
ま
で
、保
管
場
な
ど
に
「
仮
置
き
」

の
状
態
で
し
た
が
、
土
壌
貯
蔵
施
設

の
稼
働
に
よ
り
町
内
で
土
壌
の
「
貯

蔵
」が
始
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
土
壌
貯
蔵
施
設
は
、
除
染
土
壌
か

ら
「
受
け
入
れ
・
分
別
施
設
」
で
草

木
な
ど
可
燃
物
を
取
り
除
い
た
後
の

土
壌
を
貯
蔵
し
ま
す
。
貯
蔵
す
る
場

所
に
は
遮
水
シ
ー
ト
が
敷
か
れ
、
土

壌
を
入
れ
て
満
杯
に
な
っ
た
後
は
、

遮
へ
い
土
で
覆
っ
て
管
理
す
る
計
画

で
す
。

　
可
燃
物
に
関
し
て
は
、
環
境
省
が

今
後
、
焼
却
施
設
で
焼
却
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
は
現
地
で
貯
蔵
の
開
始

式
が
行
わ
れ
、
渡
辺
利
綱
町
長
は
地

権
者
や
関
係
機
関
へ
の
感
謝
を
示
し

た
う
え
で
「
被
災
地
の
復
興
・
復
旧

の
加
速
化
と
、
住
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
に
寄
与
す
る
と
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　原子力規制委員会から原発設置者とし
ての「適格性」を問われた東京電力の小
早川智明社長が 11 月 14 日、町役場会
津若松出張所で福島第一原発の着実な廃
炉に取り組む決意を改めて伝えました。
渡辺利綱町長は「帰還に水を差す事態が
ないよう取り組んで」と求めました。

東
電
社
長
が
廃
炉
へ
改
め
て
決
意

町内での土壌貯蔵開始中間貯蔵施設

稼働した町内の土壌貯蔵施設（清水・竹中土木・東洋　特定建設工事共同企業体提供）

学校・学年 氏名 作品タイトル

町長賞
熊町小 6年 尾内　佳奈 大豆博士になろう
大熊中 3年 池田　雄真 大熊町の復興から考えるユニバーサルデザインの可能性

教育長賞
熊町小 2年 馬場結梨花 うれしい！たのしい！そめる大けんきゅう
大熊中 2年 半杭　眞奈 救急救町きゅうり

議会議長賞
大野小 4年 青山　悠珠 えんぴつ～わが身をけずって人のため～
大野小 6年 伊賀　勇斗 チーターに学ぶ世界最速の走り方

商工会長賞
熊町小 3年 斎藤　羽菜 干す（くだもの　やさい）
大熊中 2年 七海久玲愛 絵本をつくろう！～大熊町を風化させないために、ふるさと絵本をつくりたい～

奨励賞

大野小 2年 池田　玲菜 ひまわり
熊町小 3年 石井埜乃佳 赤ちゃんのふしぎ
熊町小 5年 鎌田　陽菜 クモ
大野小 6年 海老根琴音 アニメの秘密
熊町小 6年 廣嶋　周吾 会津の宝　会津もめん
大熊中 1年 田村　眞捺 世界打楽器特集
大熊中 2年 市川　綾花 そんなバカな！そんなあやか！そんな心理！
大熊中 3年 箭内　朱里 脳とふるさとについて
大熊中 3年 三瓶　風真 釣りについて

全
国
推
薦
は

馬
場
結
梨
花
さ
ん

池
田
雄
真
君

第８回おおくま町調べる学習コンクール
　
町
の
小
中
学
生
が
図
書
館
を
活

用
し
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
追

究
す
る
「
第
８
回
お
お
く
ま
町
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査

が
行
わ
れ
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
推

薦
作
品
に
馬
場
結
梨
花
さ
ん
（
熊

町
小
２
年
）
の
「
う
れ
し
い
！
た

の
し
い
！
そ
め
る
大
け
ん
き
ゅ

う
」
と
池
田
雄
真
君
（
大
熊
中
３

年
）
の
「
大
熊
町
の
復
興
か
ら
考

え
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

可
能
性
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
馬

場
さ
ん
は
昨
年
に
続
い
て
２
度
目

の
全
国
推
薦
で
す
。
11
月
１
日
に

会
津
若
松
市
の
熊
町
・
大
野
小
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
花
を
原
料
に
色
水
を
作
っ
た
際
、
紙

よ
り
も
布
の
方
が
き
れ
い
に
染
ま
る
こ
と
を
疑

問
に
思
い
、
今
回
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
群
馬

県
の
植
物
園
を
訪
れ
た
り
、
蚕
や
藍
を
実
際
に

育
て
た
り
し
て
、
布
の
原
材
料
に
植
物
性
と
動

物
性
が
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
小
学
校
や
会
津

若
松
市
の
図
書
館
で
20
冊

近
く
の
本
を
調
べ
ま
し
た
。

　
将
来
帰
還
す
る
町
を
誰
も
が
住
み
よ
い
町
に

す
る
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
仮
設

住
宅
や
公
衆
ト
イ
レ
、
新
潟
市
の
バ
ス
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
実
例
を
調
べ
ま
し
た
。

「
お
年
寄
り
」
は
「
創
年
」
で
あ
り
、
そ
の
協

力
を
仰
い
で
復
興
を
後
押

し
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

中
学
校
の
図
書
館
な
ど
で

10
冊
を
読
み
込
み
ま
し
た
。

馬場結梨花さん池田雄真君

全国推薦！
全国推薦！
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大熊中 3年 池田　雄真 大熊町の復興から考えるユニバーサルデザインの可能性

教育長賞
熊町小 2年 馬場結梨花 うれしい！たのしい！そめる大けんきゅう
大熊中 2年 半杭　眞奈 救急救町きゅうり

議会議長賞
大野小 4年 青山　悠珠 えんぴつ～わが身をけずって人のため～
大野小 6年 伊賀　勇斗 チーターに学ぶ世界最速の走り方

商工会長賞
熊町小 3年 斎藤　羽菜 干す（くだもの　やさい）
大熊中 2年 七海久玲愛 絵本をつくろう！～大熊町を風化させないために、ふるさと絵本をつくりたい～

奨励賞

大野小 2年 池田　玲菜 ひまわり
熊町小 3年 石井埜乃佳 赤ちゃんのふしぎ
熊町小 5年 鎌田　陽菜 クモ
大野小 6年 海老根琴音 アニメの秘密
熊町小 6年 廣嶋　周吾 会津の宝　会津もめん
大熊中 1年 田村　眞捺 世界打楽器特集
大熊中 2年 市川　綾花 そんなバカな！そんなあやか！そんな心理！
大熊中 3年 箭内　朱里 脳とふるさとについて
大熊中 3年 三瓶　風真 釣りについて

全
国
推
薦
は

馬
場
結
梨
花
さ
ん

池
田
雄
真
君

第８回おおくま町調べる学習コンクール
　
町
の
小
中
学
生
が
図
書
館
を
活

用
し
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
追

究
す
る
「
第
８
回
お
お
く
ま
町
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査

が
行
わ
れ
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
推

薦
作
品
に
馬
場
結
梨
花
さ
ん
（
熊

町
小
２
年
）
の
「
う
れ
し
い
！
た

の
し
い
！
そ
め
る
大
け
ん
き
ゅ

う
」
と
池
田
雄
真
君
（
大
熊
中
３

年
）
の
「
大
熊
町
の
復
興
か
ら
考

え
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

可
能
性
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
馬

場
さ
ん
は
昨
年
に
続
い
て
２
度
目

の
全
国
推
薦
で
す
。
11
月
１
日
に

会
津
若
松
市
の
熊
町
・
大
野
小
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
花
を
原
料
に
色
水
を
作
っ
た
際
、
紙

よ
り
も
布
の
方
が
き
れ
い
に
染
ま
る
こ
と
を
疑

問
に
思
い
、
今
回
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
群
馬

県
の
植
物
園
を
訪
れ
た
り
、
蚕
や
藍
を
実
際
に

育
て
た
り
し
て
、
布
の
原
材
料
に
植
物
性
と
動

物
性
が
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
小
学
校
や
会
津

若
松
市
の
図
書
館
で
20
冊

近
く
の
本
を
調
べ
ま
し
た
。

　
将
来
帰
還
す
る
町
を
誰
も
が
住
み
よ
い
町
に

す
る
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
仮
設

住
宅
や
公
衆
ト
イ
レ
、
新
潟
市
の
バ
ス
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
実
例
を
調
べ
ま
し
た
。

「
お
年
寄
り
」
は
「
創
年
」
で
あ
り
、
そ
の
協

力
を
仰
い
で
復
興
を
後
押

し
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

中
学
校
の
図
書
館
な
ど
で

10
冊
を
読
み
込
み
ま
し
た
。

馬場結梨花さん池田雄真君

全国推薦！
全国推薦！
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平
成
29
年
度
町
表
彰
式
が
文
化
の

日
の
11
月
３
日
、
会
津
若
松
市
の
会

津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
特
別
功
労
章
に
町
消
防
団

の
前
団
長
・
吉
田
稔
さ
ん
、
功
労
章

に
町
民
生
委
員
の
根
本
友
子
さ
ん
と

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
鎌
田

清
衛
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、

行
政
区
長
や
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
方
へ
の
永
年
勤
続
章
に
５

人
、
教
育
支
援
の
善
行
章
に
１
団
体

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小

中
学
校
の
教
育
環
境
支
援
を
行
っ
た

個
人
・
団
体
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
目
覚

ま
し
い
活
躍
を
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
佐
久
間
文
子
さ
ん
を
特
別
表
彰
し

ま
し
た
。

　
式
で
は
渡
辺
利
綱
町
長
が
「
町
の

た
め
長
年
に
わ
た
り
要
職
を
担
い
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
貢
献

し
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
明

る
い
話
題
を
提
供
す
る
な
ど
、
そ
の

功
績
は
素
晴
ら
し
く
、
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
一
人
一
人
に
表
彰
状
、
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

平成29年度町表彰式

功
績
、支
援

た
た
え
る

（後列左から）石田仁副町長、夏目陽子さん、青山茂さん、田村建一さん、吉田淳副町長、武内敏英町教育長
（中列左から）佐久間文子さん、早川徹さん、遠藤静江さん、山本昌彦さん、渡辺市雄さん、古川安子さん、水戸昇さん、田村久子さん
（前列左から）渡辺町長、多田幸一さん、根本友子さん、吉田稔さん、鎌田清衛さん、井戸川洋一さん、鈴木光一町議会議長

井
戸
川
洋
一
さ
ん

佐
久
間
文
子
さ
ん

鈴
木
國
郎
さ
ん

吉
田　

稔
さ
ん

根
本
友
子
さ
ん

熊
町
・
大
野
小

読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

田
村
建
一
さ
ん

田
村
久
子
さ
ん

遠
藤
静
江
さ
ん

代
表
・
夏
目
陽
子
さ
ん

代
表
・
水
戸
昇
さ
ん

代
表
・
古
川
安
子
さ
ん

山
本
昌
彦
さ
ん

早
川　

徹
さ
ん

渡
辺
市
雄
さ
ん

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
熊
フ
レ
ン
ズ

鎌
田
清
衛
さ
ん

多
田
幸
一
さ
ん

斎
藤
浩
征
さ
ん

青
山　

茂
さ
ん

永年勤続章 特別功労章特別表彰

功労章

善行章

感謝状

感謝状感謝状

感謝状

感謝状感謝状

感謝状

功労章

永年勤続章

永年勤続章

永年勤続章

永年勤続章

　
昭
和
42
年
11
月
の
入
団
以
来
、
47
年
11

か
月
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
伴
う
避
難
の
際
は
、
避

難
誘
導
や
町
民
支
援
を
実
施
し
た
。

　
震
災
後
も
小
学
校
で
読
み

聞
か
せ
を
続
け
、
子
ど
も
た

ち
の
心
を
癒
し
て
い
る
。

　
平
成
17
年
か
ら
現
在
ま
で

行
政
区
長
と
し
て
活
躍
。

　
平
成
17
年
か
ら
現
在
ま
で

行
政
区
長
と
し
て
活
躍
。

　
消
防
団
活
動
25
年
。
分
団

長
も
務
め
る
。

　
消
防
団
活
動
25
年
。
分
団

長
も
務
め
る
。

　
消
防
団
活
動
25
年
。
分
団

長
退
任
後
も
後
進
育
成
。

　
大
熊
中
の
近
隣
住
民
。
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
等
の
贈
り

物
、
自
宅
窓
に
卒
業
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
貼
る
な
ど
、

生
徒
の
励
み
に
。

　
震
災
後
、
熊
町
・
大
野
小

の
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
に

尽
力
し
、
学
校
行
事
へ
の
協

力
な
ど
、学
校
運
営
に
貢
献
。

　
震
災
後
、
熊
町
・
大
野
小

の
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
に

尽
力
し
、
学
校
行
事
へ
の
協

力
な
ど
学
校
運
営
に
貢
献
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
県
大
会
、
全
国
大

会
で
活
躍
。
今
年
９
月
に
イ

ン
ド
で
開
か
れ
た
世
界
シ
ニ

ア
大
会
で
３
位
に
輝
い
た
。

　
震
災
後
、
熊
町
・
大
野
小

の
環
境
整
備
に
尽
力
し
、
児

童
の
農
業
体
験
支
援
な
ど
、

体
験
活
動
の
充
実
に
貢
献
。

　
一
箕
小
交
通
指
導
員
。
大

熊
中
生
の
み
が
登
校
す
る
際

な
ど
も
活
動
し
、
安
全
を
見

守
り
続
け
て
い
る
。

　
一
箕
小
交
通
指
導
員
。
大

熊
中
生
の
み
が
登
校
す
る
際

な
ど
も
活
動
し
、
安
全
を
見

守
り
続
け
て
い
る
。

　
震
災
後
、
熊
町
・
大
野
小

校
舎
内
の
花
生
け
を
行
い
、

環
境
整
備
に
努
め
、
児
童
や

教
職
員
の
心
を
和
ま
せ
て
い

る
。

　
平
成
９
年
か
ら
大
熊
町
民

生
委
員
と
し
て
活
躍
す
る
。

住
民
の
生
活
支
援
や
相
談
対

応
な
ど
を
行
い
、
福
祉
行
政

の
円
滑
な
執
行
に
尽
力
。

　
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

と
し
て
活
躍
。
昨
年
出
版
し

た
「
残
し
て
お
き
た
い
大
熊

町
の
は
な
し
」
で
福
島
民
報

出
版
文
化
賞
奨
励
賞
受
賞
。
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まちづくり会社
っ
て
何
？

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
お
お
く
ま

ま
ち
づ
く
り
公
社
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　
除
染
が
進
ん
で
帰
還
へ
の
道
筋

が
見
え
て
き
た
町
内
で
、
使
わ
れ

て
い
な
い
土
地
や
建
物
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
貸
し
手
と
借
り
手

の
仲
立
ち
役
を
務
め
ま
す
。
町
に

戻
る
皆
さ
ん
の
た
め
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
っ
て
何
？
そ

れ
で
も
疑
問
は
残
り
ま
す
。
今
回

は
公
社
が
目
指
す
取
り
組
み
を
事

務
局
の
担
当
者
が
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
企
画
調
整
課

　一般社団法人おおくまま
ちづくり公社の設立総会
は10月 31日、町役場会
津若松出張所で開かれまし
た。代表理事に就いた吉田
淳副町長は「町内の土地を
中途半端に残しておきたく
ないという声に応えるた
め、公社設立の準備に取り
組んできました。経験の少
ない業務内容のため多くの
協力が必要ですが、町民の
力になるよう努力します」
とあいさつ。渡辺利綱町長
が「町土復興を後押しして
ください」と期待を寄せま
した。
　公社は当面、会津若松出
張所に事務所を設置して相
談に応じ、来年４月からは
大川原地区に事務所を移動
する予定です。
　役員は次のとおりです。
　▽代表理事＝吉田淳（大
熊町副町長）▽理事＝蜂須
賀禮子（町商工会）渡部正
勝（町社会福祉協議会）根
本友子（町農業委員会）森
山俊保（ＪＡ福島さくら）
▽監事＝志賀由紀夫（東邦
銀行大熊支店）

・おおくまのイニシャル「Ｏ」を表す
・「ゼロ」から始めるまちづくりを表す
・新しく生まれる町として、ヒナがはばたく様子を表す

お
お
く
ま
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
発
足
し
ま
し
た

（後列左から）森山理事、渡部理事、志賀監事
（前列左から）蜂須賀理事、渡辺町長、吉田代表理事、根本理事

公社のロゴをつくりました
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ま
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ち
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発
足
し
ま
し
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不動産の利活用支援

ほかにも…

ふるさと絆づくり

公共施設の管理・運営

民間施設の管理・運営

店舗運営

まちづくりに関する調査・研究

町民の交流促進

イベントやセミナー

　役場庁舎、公営墓地、職員住宅など公用地
や公共施設の維持管理と運営

　まちやひとがにぎやかになるイベントの企
画、立案やプロデュース。人材育成

　まちづくりコミュニティの支援、地域イベ
ント・交流人口拡大のための企画

　各種イベントの企画運営や復興ＰＲ の広
告宣伝

　商業施設、事業所、住宅、駐車場などの管
理運営

　物販・飲食・サービス事業の経営を実施ま
たは担い手を確保する

・

おおくままちづくり公社はこんなことをします

Ｑ
・
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
公
社
を
つ
く
っ

　
た
の
で
す
か
？

　
町
民
の
方
か
ら
「
戻
れ
な
い
町
内
の
土

地
、
建
物
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
え
る
受
け
皿
が
町
に
は
な
く
、

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
実

際
の
帰
還
を
目
指
す
取
り
組
み
が
町
内
で

も
本
格
化
し
ま
し
た
。
自
宅
で
な
く
て
も

町
内
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
今

後
想
定
さ
れ
ま
す
。
復
興
に
携
わ
る
事
業

所
も
町
内
の
土
地
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
土
地
や
家
屋

を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
町
内
の
居
住
人
口

が
増
加
す
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
・
具
体
的
な
業
務
は
？

　
現
在
、
町
内
の
不
動
産
取
引
は
基
本
的

に
民
対
民
で
、双
方
に
と
っ
て
手
続
き
上
、

大
変
な
負
担
で
す
。「
買
い
た
い
」「
借
り

た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
と
、地
権
者
の「
売

り
た
い
」「
貸
し
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

の
間
に
入
り
、
地
目
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
で
、
双
方
が
円
滑

に
、
安
心
し
て
交
渉
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
町
内
不
動
産
の
有
効
な
利
活

用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
地
目
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
窓
口
を
一
本
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ほ

か
、
公
社
が
間
に
入
る
こ
と
で
乱
開
発
な

ど
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

担当者に聞きました　おおくままちづくり公社事務局長　愛場　学さん
事務局次長　坂本　智さん
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・

地権者 おおくま
まちづくり
公社

事業所・居住希望者

Ｑ
・
絆
づ
く
り
事
業
に
も
取
り
組
む
の
は

　
な
ぜ
で
す
か
？

　
40
年
か
か
る
と
い
わ
れ
る
廃
炉
作
業
で

す
が
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
ど
れ
だ
け
の

人
が
残
る
の
か
。
町
は
存
続
で
き
る
の
か

と
い
う
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
住
む

人
が
増
え
る
こ
と
以
上
に
、
住
み
続
け
て

く
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
将
来
的
に
課

題
と
な
り
ま
す
。
住
ん
で
も
ら
っ
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
住
む
人
同
士
が
交
流
す
る

仕
掛
け
を
つ
く
り
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
町
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

Ｑ
・
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
？

　
こ
れ
か
ら
検
討
し
ま
す
が
、
関
係
機
関

と
も
連
携
し
て
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
し

た
い
で
す
。
現
在
、
避
難
先
で
開
か
れ
て

い
る
交
流
会
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る

の
は
、
離
れ
て
い
て
も
ふ
る
さ
と
の
絆
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
近

い
将
来
、
町
内
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
町
の
復
興
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
、
遠
方
に
避
難
す
る
方
に
も

「
や
っ
ぱ
り
大
熊
は
い
い
な
」
と
懐
か
し

く
思
っ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

　
年
内
に
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
内
に

事
務
所
を
設
け
ま
す
。
相
談
は
対
面
、
電

話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
ま
す
。

事
務
所
は
来
年
４
月
、
大
川
原
に
移
転
す

る
予
定
で
す
。
人
員
は
事
務
局
長
と
事
務

局
次
長
の
２
人
で
す
が
、
来
年
度
以
降
は

必
要
に
応
じ
て
増
員
も
検
討
し
ま
す
。

貸したい…
売りたい…

情報の登録

マッチング

情報の登録
それぞれの情報を
照合して
不動産を利活用

借りたい…
買いたい…

坂本さん（左）と愛場さん
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お知らせinformation

7. 特別職の報酬等の状況 （平成 29 年 4月 1日）
給料 ( 報酬 ) 月額 期末手当

給料
町　長
副町長
教育長

770,000 円
604,000 円
550,000 円

報酬
議　長
副議長
議　員

291,000 円
249,000 円
234,000 円

( 支給割合 )
 6 月期 1.55 月分
12 月期 1.65 月分
計 3.2 月分

計算の基礎となる額
は、給料 ･報酬月額に
15％加算した額 (12 月
期は予定 )

8. 職員数の状況（全職種） （平成 29 年 4月 1日）
一般行政 特別行政 公営企業等

計
議会 総務 税務 民生 衛生 農水 土木 教育 国保 介護 後期高齢

29 2 52 8 12 14 6 10 16 3 8 1 132

9. 等級および職制上の段階ごとの職員数
　行政職給料表 （平成 29 年 4月 1日）

級 標準的な職務 合計 職名 職制上の段階
（人）（％） （人）（％） 段階

1級 定型的な業務を行う職務 38 29.2 主事、技師、保育士、保健師、教諭、介護支援専門員、学芸員、主事補、保育助手、助教諭
63 48.4 係員級

2級 知識または経験を必要とする業務を
行う職務 25 19.2

主査、技査、保育技師、副主任保健師、副主任教諭、
副主任保育士、副主任介護支援専門員、副主任
学芸員

3級 総括主任の職務、副総括主任の職務
および主任主査の職務 36 27.7

総括主任、副総括主任、主任主査、主任技査、
主任保育士、主任保健師、主任教諭、主任介護
支援専門員、主任学芸員

36 27.7 係長級

4級 主幹の職務、副主幹の職務および困
難な業務を処理する総括主任の職務 13 10.0 主幹、副主幹、総括主任 13 10.0 課長補佐級

5級 課長の職務および総括主幹の職務 15 11.6 課長、所長、室長、事務局長
18 13.9 課長級

6級 総括参事の職務、参事の職務および
困難な業務を処理する課長の職務 3 2.3 総括参事、参事、課長

合計 130 100

　技能労務職給料表 （平成 29 年 4月 1日）

級 標準的な職務 合計 職名 職制上の段階
( 人 ) (％ ) ( 人 ) (％ ) 段階

1級 用務員の職務 用務員

係員級
2級 自動車運転手、調理員、給食員、主任

用務員の職務 1 50.0 自動車運転手、調理員、給食員、主任用務員 1 50.0

3 級 主任運転手、主任調理員、主任給食員、
困難な業務を行う主任用務員の職務 1 50.0 主任運転手、主任調理員、主任給食員、主任用務員 1 50.0

4 級 総括主任運転手、総括主任調理員、総
括主任給食員の職務

総括主任運転手、総括主任調理員、
総括主任給食員

合計 2 100

　町民の皆さんに町政運営に関して一層のご理解をいただくため、町職員給与の詳細をお知らせし
ます。
　町職員の給与は、国の人事院や県人事委員会の給与勧告、他の地方公共団体の給与との均衡を考
えながら、町議会の審議を経て、条例で定められています。
　なお、ここに用いている数値は、毎年 4月 1日現在の「地方公務員給与実態調査」「地方公共団
体定員管理調査」および「当初予算書」などを基にしています。

問大熊町役場会津若松出張所　総務課

をお伝えします

部門

年度

お知らせ information

1. 人件費の状況（普通会計決算）
年度 住民基本台帳人口 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率 (B/A)
28 平成 29 年 3月 31 日現在 10,599 人 25,408,803 千円 267,584 千円 1,061,076 千円 4.2％
※人件費には、特別職に支給される給与などが含まれます

2. 職員給与費の状況（一般会計当初予算）

年度 職員数 給与費 ※職員手当には、退職手当は含ま
　れていません。職員とは、一般
　行政職、学校以外の教育関係職、
　幼稚園教諭、技能労務職です

給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 計
29 118 人 413,051 千円 91,918 千円 169,220 千円 674,189 千円

3. 職員の平均給料月額
および平均年齢の状況
（平成 29 年 4月 1日）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 306,294 円 40.2 歳
技能労務職 297,600 円 57.5 歳

4. 職員の初任給の状況 （平成 29 年 4月 1日）
区分 法定初任給 採用 2年目経過日給料

一般職
大学卒 182,400 円 194,500 円
高校卒 149,400 円 158,000 円

技能労務職 高校卒 143,500 円 151,800 円

5. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年 4月 1日）

区分
経験年数

10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年 25 ～ 30 年 30 ～ 35 年 35 年以上

一般行政職
大学卒 268,700 円 328,900 円 371,100 円 399,400 円 405,500 円 253,000 円
高校卒 228,400 円 267,100 円 319,400 円 354,600 円 － 357,700 円

6. 職員手当の状況 （平成 29 年 4月 1日）

期末手当
勤勉手当

区分 6月期 12 月期 計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.85 月分 0.85 月分 1.7 月分
計 2.075 月分 2.175 月分 4.25 月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置あり (12 月期は予定 )

退職手当 支給率

退職事由 自己都合 定年・勧奨
勤続 20 年 21.620 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.820 月分 36.570 月分
勤続 35 年 43.700 月分 52.440 月分
最高限度 52.440 月分 52.440 月分
定年前早期退職者に対する加算措置あり

特殊勤務手当

職員全員に占める手当支給職員の割合 37.9％
代表的な
手当の名称

･税務職員の特殊勤務手当
･幼稚園教諭の特殊勤務手当
･伝染病防疫作業員の特殊勤務手当
･災害応急作業等に従事する職員の特殊勤
　務手当

支給対象者職員 1人当たりの平均支給月額 11,997 円

手当の種類 ( 手当数 ) 7 種類

時間外勤務手当
正規の勤務時間を超えて勤務したときに支
給される手当
･支給職員の割合 45.5％

住居手当
【借家 ･借間】
月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員に対し
100 円～ 27,000 円

扶養手当

配偶者 月額 10,000 円、子 月額 8,000 円 ( 配
偶者がない場合は、子のうち１人まで月額 
10,000 円 )、父母等 月額 6,500 円 ( 配偶者
および扶養親族たる子がない場合は、父母
等のうち１人まで月額 9,000 円 )、満 16 歳
から満 22 歳までの子１人につき加算月額
5,000 円

通勤手当

交通機関等
利用者

･63,000 円まで全額
･63,000 円を超えた場合
その超えた額の 1/2 を 63,000 円に加えた額

交通用具
使用者

片道 2㎞以上の使用距離に応じて
2,000 円～ 43,400 円

大熊町の職員給与
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お知らせ information

1. 人件費の状況（普通会計決算）
年度 住民基本台帳人口 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率 (B/A)
28 平成 29 年 3月 31 日現在 10,599 人 25,408,803 千円 267,584 千円 1,061,076 千円 4.2％
※人件費には、特別職に支給される給与などが含まれます

2. 職員給与費の状況（一般会計当初予算）

年度 職員数 給与費 ※職員手当には、退職手当は含ま
　れていません。職員とは、一般
　行政職、学校以外の教育関係職、
　幼稚園教諭、技能労務職です

給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 計
29 118 人 413,051 千円 91,918 千円 169,220 千円 674,189 千円

3. 職員の平均給料月額
および平均年齢の状況
（平成 29 年 4月 1日）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 306,294 円 40.2 歳
技能労務職 297,600 円 57.5 歳

4. 職員の初任給の状況 （平成 29 年 4月 1日）
区分 法定初任給 採用 2年目経過日給料

一般職
大学卒 182,400 円 194,500 円
高校卒 149,400 円 158,000 円

技能労務職 高校卒 143,500 円 151,800 円

5. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29 年 4月 1日）

区分
経験年数

10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年 25 ～ 30 年 30 ～ 35 年 35 年以上

一般行政職
大学卒 268,700 円 328,900 円 371,100 円 399,400 円 405,500 円 253,000 円
高校卒 228,400 円 267,100 円 319,400 円 354,600 円 － 357,700 円

6. 職員手当の状況 （平成 29 年 4月 1日）

期末手当
勤勉手当

区分 6月期 12 月期 計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.85 月分 0.85 月分 1.7 月分
計 2.075 月分 2.175 月分 4.25 月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置あり (12 月期は予定 )

退職手当 支給率

退職事由 自己都合 定年・勧奨
勤続 20 年 21.620 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.820 月分 36.570 月分
勤続 35 年 43.700 月分 52.440 月分
最高限度 52.440 月分 52.440 月分
定年前早期退職者に対する加算措置あり

特殊勤務手当

職員全員に占める手当支給職員の割合 37.9％
代表的な
手当の名称

･税務職員の特殊勤務手当
･幼稚園教諭の特殊勤務手当
･伝染病防疫作業員の特殊勤務手当
･災害応急作業等に従事する職員の特殊勤
　務手当

支給対象者職員 1人当たりの平均支給月額 11,997 円

手当の種類 ( 手当数 ) 7 種類

時間外勤務手当
正規の勤務時間を超えて勤務したときに支
給される手当
･支給職員の割合 45.5％

住居手当
【借家 ･借間】
月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員に対し
100 円～ 27,000 円

扶養手当

配偶者 月額 10,000 円、子 月額 8,000 円 ( 配
偶者がない場合は、子のうち１人まで月額 
10,000 円 )、父母等 月額 6,500 円 ( 配偶者
および扶養親族たる子がない場合は、父母
等のうち１人まで月額 9,000 円 )、満 16 歳
から満 22 歳までの子１人につき加算月額
5,000 円

通勤手当

交通機関等
利用者

･63,000 円まで全額
･63,000 円を超えた場合
その超えた額の 1/2 を 63,000 円に加えた額

交通用具
使用者

片道 2㎞以上の使用距離に応じて
2,000 円～ 43,400 円

大熊町の職員給与
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お知らせinformation

福島広域雇用促進支援
協議会から

■行くしかない !! 
　合同就職面接会　 in いわき
　参加企業 30 社。参加無料！入
退場自由！履歴書不要！
　参加者限定のメリット盛りだく
さん。
時　12 月 12 日（火）
　午後１時～３時 30 分
　（受付開始は午後０時 30 分）
場ラトブ６階　いわき産業創造館

　企画展示ホール
※雇用保険受給者は求職活動実績
　になります。参加証明書を発行
　します

■自分再発見セミナー
　就職活動にお悩みの方へ、世代
で異なる悩みにアプローチ！さら
に性格診断テストから、新たな自
分を発見し、就職への一歩を踏み
出しましょう！
時　12 月 12 日（火）
・40 代までの再発見セミナー

　午前 10 時～正午
・50 代からの再発見セミナー
　午前 10 時～正午
場ラトブ６階　いわき産業創造館
　会議室１・セミナー室
定各 20 人程度
期　12 月７日（木）まで

問福島広域雇用促進支援協議会
　福島統括窓口（みんゆうビル
　202号）
☎ 024-524-2121

■医療機関
（実施期間は平成 30 年２月の 1か月間）
地区 受診可能医療機関
福島市 福島市医師会指定の医療機関
郡山市 郡山医師会指定の医療機関
いわき市 いわき市医師会指定の医療機関
※この地区外で受診できなかった方で、
　受診を希望する方はお問い合わせください

■検診内容（年齢は平成 30 年３月 31 日時点）
検査名 検査内容 年齢

胃がん検診 バリウム検査または内視鏡検査
※選択制 20 歳以上

肺がん検診 胸部レントゲン間接撮影
喀痰検査 40 歳以上

大腸がん検診 便潜血反応検査（検便検査） 20 歳以上

乳がん検診 視触診
マンモグラフィ検査（40 歳代 2方向、50 歳以上 1方向）40 歳以上の偶数年齢の女性

子宮頸がん検診 視診、内診、子宮頸部の細胞診 20 歳以上の女性

医療機関でがん検診を受けられます
　今年度、総合健診（がん検診）を受診できなかった方は、
下記のとおり県内の医療機関で来年２月にがん検診が受診
できます。希望される方はお早めにお申し込みください。
　なお、県内で一般健診を受診できなかった方については、
12 月中に県立福島医大より県民健康調査の案内が送付さ
れますので、そちらで受診してください。
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

STEP1 STEP2

役場に電話する
役場から医療機関
リスト等が届く

STEP4

受診する

STEP3
■受診までの流れ ※医療機関の混雑状況により受診出来ない場合もありますので、ご了承ください

医療機関に直接
電話して予約する

お知らせ information

　県では平成28年度から楢葉町でホールボディ・
カウンター搭載車両による内部被ばく検査を実施
していますが、新たに会津若松市と浪江町での検
査を開始しました。
■対象
　県民または県外から県内の事業所もしくは学校
に通勤・通学している方。
※法令等により原子力発電作業員や除染等作業員
　の内部被ばく検査が事業者に義務づけられてい
　る場合は、当該作業員を除く
■費用
　無料（検査会場までの交通費は各自負担）

■受検上の注意
・ご持参いただくものはありません
・検査時に 2分間ほど立ってもらいます
・検査日時点でおおむね１歳から４歳未満の子ど
　もは、高さ 90cmの台座（いす）を使用します
・当日は検査内容の説明を受けたうえ、同意書の
　記入が必要です
問福島県県民健康調査課
☎ 024-521-8219（予約は 080-5744-0334）
※福島県ホームページでも案内しています
　（「福島県」→「ホールボディカウンターによる
　内部被ばく検査」で検索）

■学科・修業年限および定員
・学科：准看護学科
・修業年限：2年（全日制）
・定員：30 人（男女共学）
■受験資格
　中学校卒業以上の心身健全なる者（年齢不問）
■願書受付期間
　平成30年 1月 5日（金）～ 1月26日（金）必着
※窓口持参の場合、土・日・祝祭日を除く午前 9時
　～午後 4時 30 分まで
※郵送の場合、必ず簡易書留にすること
問公立双葉准看護学院
　〒 975-0036
　　南相馬市原町区萱浜字巣掛場 45-76
☎ 0244-32-0990

内部被ばく検査、若松・浪江でも

公立双葉准看護学院学生募集

■実施場所、日程、申し込み先
検査会場 住所 検査日程 受付専用ダイヤル

ふたば復興診療所（ふたばリカーレ）
駐車場 楢葉町北田字中満 289-1 毎週月、火、水曜（祝日・年末年始を除く）福島県県民健康調査課

☎ 080-5744-0334
土日祝日を除く午前 9時～
午後５時
検査日の前週の金曜日まで
にお申し込みください

浪江町役場駐車場 浪江町幾世橋六反田 7-2 毎週金、土曜（祝日・年末年始を除く）

会津若松市河東保健センター駐車場 会津若松市河東町
郡山字中子山 44

毎週水曜と第３土曜
（祝日・年末年始を除く）

検査時間　午前９時 30 分～午後３時 30 分（正午～午後１時を除く）

■試験日程と科目
日時 平成 30 年 2月 1日（木）午前 9時 30 分
科目 筆記試験（国語、数学）、面接、作文
受付時間 午前 8時 30 分～ 9時
会場 公立双葉准看護学院
合格発表 平成 30 年 2月 9日（金）午前 11 時

■出願書類
提出書類 備考
入学検定料
（10,000 円）

郵送の場合、普通為替証明（一切記入不要）を同
封すること

入学願書
（1通）

本学院指定用紙に黒ボールペンで記入すること
写真（4.5 × 4.5 センチ、カラー、脱帽上半身正面）
を貼付

調査書
（1通）

最終学校の所定様式により学校長が発行したもの
＜最終学校とは＞
・専門学校および専修学校卒業者は、中学校また
は高等学校
・短大、大学卒業者は、高等学校
※卒業年数経過のため調査書を発行できない場
合は 、発行できない旨の証明書を提出

卒業証明書
または卒業
見込証明書
（1通）

最終学校の所定様式により学校長が発行したも
の
（最終学校とは、上記の調査書と同様）
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お知らせ information

　県では平成28年度から楢葉町でホールボディ・
カウンター搭載車両による内部被ばく検査を実施
していますが、新たに会津若松市と浪江町での検
査を開始しました。
■対象
　県民または県外から県内の事業所もしくは学校
に通勤・通学している方。
※法令等により原子力発電作業員や除染等作業員
　の内部被ばく検査が事業者に義務づけられてい
　る場合は、当該作業員を除く
■費用
　無料（検査会場までの交通費は各自負担）

■受検上の注意
・ご持参いただくものはありません
・検査時に 2分間ほど立ってもらいます
・検査日時点でおおむね１歳から４歳未満の子ど
　もは、高さ 90cmの台座（いす）を使用します
・当日は検査内容の説明を受けたうえ、同意書の
　記入が必要です
問福島県県民健康調査課
☎ 024-521-8219（予約は 080-5744-0334）
※福島県ホームページでも案内しています
　（「福島県」→「ホールボディカウンターによる
　内部被ばく検査」で検索）

■学科・修業年限および定員
・学科：准看護学科
・修業年限：2年（全日制）
・定員：30 人（男女共学）
■受験資格
　中学校卒業以上の心身健全なる者（年齢不問）
■願書受付期間
　平成30年 1月 5日（金）～ 1月26日（金）必着
※窓口持参の場合、土・日・祝祭日を除く午前 9時
　～午後 4時 30 分まで
※郵送の場合、必ず簡易書留にすること
問公立双葉准看護学院
　〒 975-0036
　　南相馬市原町区萱浜字巣掛場 45-76
☎ 0244-32-0990

内部被ばく検査、若松・浪江でも

公立双葉准看護学院学生募集

■実施場所、日程、申し込み先
検査会場 住所 検査日程 受付専用ダイヤル

ふたば復興診療所（ふたばリカーレ）
駐車場 楢葉町北田字中満 289-1 毎週月、火、水曜（祝日・年末年始を除く）福島県県民健康調査課

☎ 080-5744-0334
土日祝日を除く午前 9時～
午後５時
検査日の前週の金曜日まで
にお申し込みください

浪江町役場駐車場 浪江町幾世橋六反田 7-2 毎週金、土曜（祝日・年末年始を除く）

会津若松市河東保健センター駐車場 会津若松市河東町
郡山字中子山 44

毎週水曜と第３土曜
（祝日・年末年始を除く）

検査時間　午前９時 30 分～午後３時 30 分（正午～午後１時を除く）

■試験日程と科目
日時 平成 30 年 2月 1日（木）午前 9時 30 分
科目 筆記試験（国語、数学）、面接、作文
受付時間 午前 8時 30 分～ 9時
会場 公立双葉准看護学院
合格発表 平成 30 年 2月 9日（金）午前 11 時

■出願書類
提出書類 備考
入学検定料
（10,000 円）

郵送の場合、普通為替証明（一切記入不要）を同
封すること

入学願書
（1通）

本学院指定用紙に黒ボールペンで記入すること
写真（4.5 × 4.5 センチ、カラー、脱帽上半身正面）
を貼付

調査書
（1通）

最終学校の所定様式により学校長が発行したもの
＜最終学校とは＞
・専門学校および専修学校卒業者は、中学校また
は高等学校
・短大、大学卒業者は、高等学校
※卒業年数経過のため調査書を発行できない場
合は 、発行できない旨の証明書を提出

卒業証明書
または卒業
見込証明書
（1通）

最終学校の所定様式により学校長が発行したも
の
（最終学校とは、上記の調査書と同様）
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お知らせinformation

避難先市区町村に登録を
　飼い犬は現在居住している市区町
村に届け出ることが法律で定められ
ています。全町避難が続く大熊町民
の皆さんは、居住先での登録を進め
るよう福島県より指示がありまし
た。飼い主の住所が大熊町にある、
なしに関わらず居住している市区町
村に登録してください。登録しな
かった場合、次のようなことが想定
されます。
・誤って飼い犬が逃げてしまった場
合、登録していない犬は居住する市
区町村で捜索してもらえません（鑑
札を首につけてあれば登録先の市区
町村に連絡が来ますが、畜犬登録の
変更手続きが必要です）
・飼い犬が判明しない状況が続く
と、新たな飼い主を探します。飼い
主が不明または、発見されないと、
犬の状態を判断した上で、殺処分す
ることがあるそうです

　飼い主の責任として、そして愛犬
のため、居住先の市区町村へ変更を
届けていただきますようお願いします。

　狂犬病の予防注射は生後 90 日が過ぎたら 1年に 1
回必ず受けることと法律で定められています。現在、
国内で発症したという報告はありませんが、万一、外
国からの輸入犬などから発症する恐れもあります。発
症してしまうと人間を含むほ乳類全般の命に関わる恐
ろしい病気です。
　野良犬にかまれて発症、飼い犬にかまれて発症…そ
うした危険は避けなければいけません。狂犬病の予防
注射を受けることは愛犬を守り、われわれ人間を守る
ことにつながります。

手続きの流れ
■狂犬病の予防注射を受けるには
　注射は自治体で行われる集団接種や、動物病院で受
けることができます。
■予防接種を受けたあとは
　獣医師の「狂犬病予防注射証明書」が発行されます。
これを各自治体に提出し、「狂犬病予防注射済票」の
交付を受けてください。
　「狂犬病予防注射済票」のプレートは犬の首輪に付
けてください。行方が分からなくなった場合等に、ど
の自治体の登録犬なのかを番号で調べることができ、
早く発見できる可能性があります。
※高齢犬や病気で注射できない犬は、「狂犬病予
　防注射実施猶予証明証」の交付を受け、自治体
　へ提出してください
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課　生活環境係

　帰還困難区域内の一定区域を除染して帰還を目指す「特定復興再生拠点」
を設定するため、町が県と協議し、関係機関の同意を得た上で作成した復
興再生計画が 11 月 10 日、国の認定を受けました。これを受け、今後は
計画に基づいて平成 34 年春ごろまでに特定復興再生拠点の避難指示解除
を目指して除染やインフラ整備が進められます。
　町民の皆さんには 11 月 13 日、計画の詳細を説明した資料を町長名で
全戸に郵送しました。町土を取り戻すための大きな一歩となる計画です。
引き続きご理解とご協力をいただきますよう、お願いします。

問大熊町役場会津若松出張所　企画調整課

狂犬病予防注射はお済みですか

特定復興再生拠点の復興再生計画　国の認定を受けました

各戸に郵送した資料の一式

お知らせ information

【大熊町の人権擁護委員】
　10 月１日付で町の人権擁護委員として、３
人が法務大臣から委嘱を受けました。任期は平
成 32 年９月 30 日までの３年間です。

【大熊町の特設人権相談所】
　昭和 23 年 12 月 10 日、国連総会で「世界人
権宣言」が採択されました。翌年から毎年 12
月 10 日を「人権デー」とし、12 月 10 日を最
終日とする一週間を「人権週間」としています。
福島地方法務局および福島県人権擁護委員連合
会では、人権週間の啓発活動の一環として「特
設人権相談所」を開設します。相談は無料で、
秘密は厳守します。大熊町の人権擁護委員が対
応しますので、お気軽にご相談ください。
時　12 月５日（火）午前 10 時～午後３時
場大熊町役場いわき出張所　１階第１会議室
■相談例
　いじめ、体罰、虐待、セクハラ・パワハラ、
名誉毀損、プライバシー侵害などの困りごと

【第 69 回人権週間】
　福島地方法務局および福島県人権擁護委員連
合会では、12 月４日から 10 日までを「第 69
回人権週間」とし、当該週間を中心に積極的な
啓発活動および相談活動を行います。
　また、人権週間に限らず、電話相談を実施し
ていますので、悩みごとがありましたら下記の
ダイヤルにお電話ください。秘密は守られます。
相談は無料で、人権擁護委員および法務局職員
が対応しますので、お気軽にご相談ください。
時　12 月４日（月）～８日（金）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
問みんなの人権 110 番　　　 ☎ 0570-003-110
　子どもの人権 110 番　　　 ☎ 0120-007-110
　女性の人権ホットライン　 ☎ 0570-070-810
　福島地方法務局人権擁護課 ☎ 0570-003-110

【常設相談所】
　福島地方法務局いわき支局では，人権擁護委
員と法務局職員による常設人権相談所を設置し
ています。
場福島地方法務局いわき支局
　（いわき地方合同庁舎３階）
時毎週月・水・金曜
　午前９時 30 分～午後４時 30 分
問福島地方法務局いわき支局
☎ 0246-23-1651
　大熊町役場会津若松出張所　住民課　住民係

人権擁護委員制度をご存じですか
　人権擁護委員は、地域の住民の中から人権問題に理解や熱意のある人たちが市町村長の推
薦を受け、法務大臣から委嘱されています。人権に関する相談を受けたり、小中学校で人権
教室を開いたりして、命や思いやりの大切さについて理解を深めてもらう活動をしています。

＜再任＞
新谷孝明さん
（熊）

＜新任＞
石橋裕子さん
（熊）

＜新任＞
佐々木正重さん
（夫沢）
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お知らせ information
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権宣言」が採択されました。翌年から毎年 12
月 10 日を「人権デー」とし、12 月 10 日を最
終日とする一週間を「人権週間」としています。
福島地方法務局および福島県人権擁護委員連合
会では、人権週間の啓発活動の一環として「特
設人権相談所」を開設します。相談は無料で、
秘密は厳守します。大熊町の人権擁護委員が対
応しますので、お気軽にご相談ください。
時　12 月５日（火）午前 10 時～午後３時
場大熊町役場いわき出張所　１階第１会議室
■相談例
　いじめ、体罰、虐待、セクハラ・パワハラ、
名誉毀損、プライバシー侵害などの困りごと

【第 69 回人権週間】
　福島地方法務局および福島県人権擁護委員連
合会では、12 月４日から 10 日までを「第 69
回人権週間」とし、当該週間を中心に積極的な
啓発活動および相談活動を行います。
　また、人権週間に限らず、電話相談を実施し
ていますので、悩みごとがありましたら下記の
ダイヤルにお電話ください。秘密は守られます。
相談は無料で、人権擁護委員および法務局職員
が対応しますので、お気軽にご相談ください。
時　12 月４日（月）～８日（金）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
問みんなの人権 110 番　　　 ☎ 0570-003-110
　子どもの人権 110 番　　　 ☎ 0120-007-110
　女性の人権ホットライン　 ☎ 0570-070-810
　福島地方法務局人権擁護課 ☎ 0570-003-110

【常設相談所】
　福島地方法務局いわき支局では，人権擁護委
員と法務局職員による常設人権相談所を設置し
ています。
場福島地方法務局いわき支局
　（いわき地方合同庁舎３階）
時毎週月・水・金曜
　午前９時 30 分～午後４時 30 分
問福島地方法務局いわき支局
☎ 0246-23-1651
　大熊町役場会津若松出張所　住民課　住民係

人権擁護委員制度をご存じですか
　人権擁護委員は、地域の住民の中から人権問題に理解や熱意のある人たちが市町村長の推
薦を受け、法務大臣から委嘱されています。人権に関する相談を受けたり、小中学校で人権
教室を開いたりして、命や思いやりの大切さについて理解を深めてもらう活動をしています。

＜再任＞
新谷孝明さん
（熊）

＜新任＞
石橋裕子さん
（熊）

＜新任＞
佐々木正重さん
（夫沢）
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お知らせinformation

雑損控除の申告は
お済みですか

　東日本大震災による住宅や家財
の損失額を雑損控除として申告す
ることで、所得税の還付を受けら
れる場合があります。
　平成24年分の所得税の還付申
告期限は今年12月31日です。手
続きがお済みでない方は、お早め
に最寄りの税務署等にご相談くだ
さい。
※損失額の計算が困難な場合に
　は、合理的な計算方法により算
　出できます。損失に対する補て
　ん金（地震保険による保険金な
　ど）は、損失額から差し引きま
　す。原子力災害による損失も雑
　損控除の対象です。この場合、
　住宅や家財の賠償を損失額から
　差し引きます

労働困りごと相談
　職場の中で起きている、賃金や
退職、人間関係などに関する困り
ごとや疑問についての相談をお受
けします。相談は無料で秘密は厳
守します。
　現地相談会では、労働問題に精
通している労働委員会委員が対応
します。お気軽にご相談ください。

【現地相談会】
時　12 月 17 日 ( 日 )
　午前 10 時～午後 4時
場南相馬市労働福祉会館、
　県いわき合同庁舎
※電話予約による時間指定も可能
　です
【電話相談】
時　12 月 17 日 ( 日 )
　午前 10 時～午後 5時
☎ 024-521-7594（県内全域対象）
問福島県労働委員会事務局
　（福島市中町 8-2）
☎ 024-521-7594

家計とお金の悩みに
関する無料相談会

　財務省福島財務事務所では、家
計とお金の悩みに関する無料相談
会を開催します。専門相談員が家
計や借金の状況等をお伺いし、家
計の見直しに関するアドバイス
や、必要に応じて弁護士などの専
門家に引き継ぐ相談会です。
　返済しきれない借金でお悩みの
方、生活資金不足により返済困難
な方など、どなたでもご利用いた
だけます。まずは一人で悩まず、
お気軽にご相談ください。相談は
無料、秘密は厳守します。
時　12月19日（火）午後１時～４時
※原則予約制で、予約は12月18日
　締め切りですが、受付状況によ
　り当日受付が可能な場合もあり
　ます。お気軽にご来場ください
場県会津若松合同庁舎別館
　２階会議室
問財務省福島財務事務所　理財課
※月～金（祝日除く）午前８時30
　分～正午、午後１時～４時30分
☎ 024-533-0064
　（多重債務相談窓口専用）

中間貯蔵施設に係る
弁護士無料相談会

　町では中間貯蔵施設の建設に伴
い町民の皆さまが抱える不安や諸
問題に対応するため、弁護士によ
る相談会を開催します。当該施設
建設に伴う権利関係等の疑問点に
ついて無料で相談できます。

【郡山市】
時　12 月13 日（水）
　午後２時～５時
場大熊町役場中通り連絡事務所
【会津若松市】
時　12 月18 日（月）
　午後２時～５時
場大熊町役場会津若松出張所
【いわき市】
時　 12 月22 日（金）
　午後２時～５時
場大熊町役場いわき出張所
■相談できること
　中間貯蔵施設建設に伴う契約、
地上権、相続等について
※法律相談であり、補償価格に関
　する相談はできませんのでご了
　承ください
■対象者
　大熊町内の中間貯蔵施設建設予
定地内に不動産（土地、建物）を
所有されている方
■相談料
　無料
■相談時間
　１回につき 50 分以内
　（各会場３組までの事前予約制）
■申し込み方法
　事前予約の先着順ですので、ご
連絡をお願いします
■申し込み期限
　各会場、開催日の１週間前まで
にお申し込みください

問大熊町役場会津若松出張所
　企画調整課

お引っ越し
される方へ

問大熊町役場会津若松出張所　
　住民課　避難者名簿係

　仮設や借上げ住宅を退去す
る方は…
問大熊町役場会津若松出張所
　生活支援課　
　大熊町役場いわき出張所
　生活支援係

役場にも

教えてね！

お知らせ information

　年末年始を迎えるにあたり、ご
家庭での暖房器具や電気器具の使
用に起因する火災の発生が危惧さ
れます。年末の大掃除と併せて清
掃・点検をお願いします。

問浪江消防署　☎ 0240-34-7360
　富岡消防署　☎ 0240-25-2119

http://www.town.okuma.
fukushima.jp/

警察署から 消防署から

犯罪被害者支援活動
　福島県警では、犯罪の被害に遭
われた方の心に寄り添う様々な支
援活動を行っています。
　被害者支援を担当する警察官や
職員が実況見分や病院診察、カウ
ンセリングに付き添ったり、被害
者の意向を確認した上で、医師に
対する被害状況の説明を行ったり
することができます。
　また、犯罪被害でけがをした際
の診断書料（文書料）や性犯罪被害
の初診料、犯罪被害で自宅に住む
ことができなくなった場合の一時
的なホテルの宿泊費用などを公費
でお支払いできる制度があります。

問双葉警察署警務課相談・支援係
☎ 0240-22-2121
　県警本部県民サービス課
☎ 024-522-2151
　県警本部性犯罪被害 110 番
☎ 0120-503-732

暖房器具の
チェックポイント

1. 周囲に可燃物を置かない
2. 外出や寝る際は火を消す
3. 給油は火を消してから行う
4. 異常を感じたら使用を中止す
　る
※ストーブでは電気ストーブの
　火災が多い

電気器具の
チェックポイント

1. 破損している物は使用しない
2. プラグ部分をこまめに清掃する
3. 配線の上に重い物を乗せない
4. タコ足配線をしない
5. 使用後は必ずスイッチを切る
6. コードを束ねて使用しない

住宅用火災警報器の
点検方法

1. 機器にホコリが付着している
　と正常に作動しない場合があ
　るので、軽く汚れを拭き取っ
　てください
2. 音が鳴らない場合は電池切れ
　か故障が疑われますので交換
　をお願いします

■大熊町の交通事故発生状況
（10 月末現在）

物件事故43件（前年同期比＋ 10）
人身事故２件　（前年同期比±０）
死者数　１名　（前年同期比＋１）
傷者数 22 名     （前年同期比＋20）
※大熊町内では４月 12 日に死
　亡事故が発生しています。安
　全運転でお願いします

■大熊町の刑法犯認知件数
（10 月末現在）

侵入盗　　４件（前年同期比±０）
非侵入盗　２件（前年同期比－３）
その他　　１件（前年同期比－２）
合計　　　７件（前年同期比－５）
※侵入盗とは、空き巣や忍び込
　みなどの侵入窃盗のことで、
　非侵入盗とは、それ以外の窃
　盗のことです

～年末年始を安全に～

年末年始の交通事故
防止県民総ぐるみ運動

　毎年この時期には、夕暮れ時か
ら夜間にかけて交通事故が発生
し、特に高齢歩行者が被害者とな
る重大事故の増加が懸念されま
す。また、高齢運転者による重大
事故も発生していることから、県
民一人一人が交通安全意識を高
め、交通ルールの遵守、正しい交
通マナーの実践を習慣付けること
により、県民総ぐるみで交通事故
の防止を図ることを目的に「年末
年始の交通事故防止県民総ぐるみ
運動」を実施します。

■期間
　12月10日（日）から平成30年
１月７日（日）までの 29 日間
■運動スローガン
　ありがとう　早め点灯
　　　　　　　　　　　思いやり
■年間スローガン
　みんながね　ルール守れば
　　　　　　　　　　　ほら笑顔
■運転の重点
・高齢者の交通事故防止
・夕暮れ時や夜間の交通事故防止
・全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用
　の徹底
・飲酒運転の根絶
問大熊町役場いわき出張所
　環境対策課

大熊町公式サイト
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お知らせ information

　年末年始を迎えるにあたり、ご
家庭での暖房器具や電気器具の使
用に起因する火災の発生が危惧さ
れます。年末の大掃除と併せて清
掃・点検をお願いします。

問浪江消防署　☎ 0240-34-7360
　富岡消防署　☎ 0240-25-2119

http://www.town.okuma.
fukushima.jp/

警察署から 消防署から

犯罪被害者支援活動
　福島県警では、犯罪の被害に遭
われた方の心に寄り添う様々な支
援活動を行っています。
　被害者支援を担当する警察官や
職員が実況見分や病院診察、カウ
ンセリングに付き添ったり、被害
者の意向を確認した上で、医師に
対する被害状況の説明を行ったり
することができます。
　また、犯罪被害でけがをした際
の診断書料（文書料）や性犯罪被害
の初診料、犯罪被害で自宅に住む
ことができなくなった場合の一時
的なホテルの宿泊費用などを公費
でお支払いできる制度があります。

問双葉警察署警務課相談・支援係
☎ 0240-22-2121
　県警本部県民サービス課
☎ 024-522-2151
　県警本部性犯罪被害 110 番
☎ 0120-503-732

暖房器具の
チェックポイント

1. 周囲に可燃物を置かない
2. 外出や寝る際は火を消す
3. 給油は火を消してから行う
4. 異常を感じたら使用を中止す
　る
※ストーブでは電気ストーブの
　火災が多い

電気器具の
チェックポイント

1. 破損している物は使用しない
2. プラグ部分をこまめに清掃する
3. 配線の上に重い物を乗せない
4. タコ足配線をしない
5. 使用後は必ずスイッチを切る
6. コードを束ねて使用しない

住宅用火災警報器の
点検方法

1. 機器にホコリが付着している
　と正常に作動しない場合があ
　るので、軽く汚れを拭き取っ
　てください
2. 音が鳴らない場合は電池切れ
　か故障が疑われますので交換
　をお願いします

■大熊町の交通事故発生状況
（10 月末現在）

物件事故43件（前年同期比＋ 10）
人身事故２件　（前年同期比±０）
死者数　１名　（前年同期比＋１）
傷者数 22 名     （前年同期比＋20）
※大熊町内では４月 12 日に死
　亡事故が発生しています。安
　全運転でお願いします

■大熊町の刑法犯認知件数
（10 月末現在）

侵入盗　　４件（前年同期比±０）
非侵入盗　２件（前年同期比－３）
その他　　１件（前年同期比－２）
合計　　　７件（前年同期比－５）
※侵入盗とは、空き巣や忍び込
　みなどの侵入窃盗のことで、
　非侵入盗とは、それ以外の窃
　盗のことです

～年末年始を安全に～

年末年始の交通事故
防止県民総ぐるみ運動

　毎年この時期には、夕暮れ時か
ら夜間にかけて交通事故が発生
し、特に高齢歩行者が被害者とな
る重大事故の増加が懸念されま
す。また、高齢運転者による重大
事故も発生していることから、県
民一人一人が交通安全意識を高
め、交通ルールの遵守、正しい交
通マナーの実践を習慣付けること
により、県民総ぐるみで交通事故
の防止を図ることを目的に「年末
年始の交通事故防止県民総ぐるみ
運動」を実施します。

■期間
　12月10日（日）から平成30年
１月７日（日）までの 29 日間
■運動スローガン
　ありがとう　早め点灯
　　　　　　　　　　　思いやり
■年間スローガン
　みんながね　ルール守れば
　　　　　　　　　　　ほら笑顔
■運転の重点
・高齢者の交通事故防止
・夕暮れ時や夜間の交通事故防止
・全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用
　の徹底
・飲酒運転の根絶
問大熊町役場いわき出張所
　環境対策課

大熊町公式サイト
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お知らせinformation

新しいタブレットを使おう！
　町が配布したタブレット端末に
は見守り機能が搭載されていま
す。「見守られる」方が一日に一
度でもタブレットを操作したかど
うかを「見守る」方へ通知します。
メールアドレスがあればタブレッ
ト、スマートフォン、パソコンを
問わず登録できます。

　「おおくまアプリ」→「設定」→「下部を見る」とタッチ後、画
面下へスクロールして「みまもり設定」をタッチしてください
　表示された画面から「何日操作しないとメールを送るか」「見守
る方のメールアドレス」「見守る方のお名前」を入力し「登録する」
のボタンをタッチすると完了です。登録方法がわからない、メール
が送られてこない方はおおくまアプリサポートセンターへご連絡く
ださい

見守り機能編

　今年生まれたお子さんにぬいぐるみをプレゼン
トします。
　ぬいぐるみは２種類で、１つは2017年の刺しゅ
うが入ったクマのぬいぐるみです。平成 23 年度
から寄贈いただき、今年は７体いただきました。

もう１つは会津若松市在住の方からいただいた、
かわいい手づくり人形 18 体です。
　ご応募の際、どちらを希望するかお申し出くだ
さい。応募者多数の場合は抽選とし、当選者の発
表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
■応募期間
　12 月１日（金）～平成 30 年１月 31 日（水）
■応募資格
　平成 29 年１月１日～ 12 月 31 日生まれで、大
熊町に住民登録している方
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　子育て支援係

ぬいぐるみ差し上げます今年生まれたお子さんに
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お知らせ information

　Ｊヴィレッジからのお知らせです。県内 12 市
町村のスポーツ振興を通じた復興を目指す復興庁
のイベントが開かれます。来年１月 14 日、小学
生以上のお子さんとご家族を対象に、現役Ｊリー
グ選手などトップアスリートと一緒に汗を流して
交流する「Ｊヴィレッジスポーツフェスタ 2018」
です。冬の運動不足解消に、ぜひご参加ください。

内各地域から約 240 人が参加し、ファミリース
　ポーツ教室、ファミリーサッカーなど。現役
　Ｊリーグ選手などトップアスリートと交流も

時平成 30 年１月 14 日（日）
　午前 11 時～午後３時 30 分
場楢葉町まなび館（旧楢葉南小）
対小学生以上のお子さんと家族
　（大熊町民 20 人を募集します）
期　12 月 18 日（月）まで
問Ｊヴィレッジスポーツフェスタ 2018 事務局
☎ 0240-26-0111

Ｊヴィレッジスポーツフェスタ2018

ご注意ください！

12月の個別相談会・絆交流会
　タブレットに関する相談を受け付ける「個別相談会」
と、ご利用いただいている方とスタッフによる「絆交
流会」を実施します。予約不要ですので、お好きな時
間にお気軽にお越しください。　
問おおくまアプリサポートセンター
　☎ 0120-0

おおくま
90-2

にいこう
15（平日午前９時～午後６時）

■タブレット個別相談会
日にち 場所

12月５日（火） 復興公営住宅年貢町団地　集会所
12月６日（水） 大熊町役場会津若松出張所　第２会議室
12月 7日（木）復興公営住宅城北団地　集会所
12月 8日（金）大熊町役場いわき出張所　２階多目的ホール
12月12日（火） 松長近隣公園仮設住宅　第一集会所
12月13日（水） 復興公営住宅白虎団地　集会所
12月14日（木） 梨の実サロン平
12月15日（金） 大熊町役場中通り連絡事務所　会議室１・２
12月18日（月） 梨の実サロン平
12月19日（火） 復興公営住宅東原団地　集会所
12月20日（水） 復興公営住宅下矢田団地　集会所
12月21日（木） 上神白仮設住宅　集会所
12月22日（金） 渡辺町昼野仮設住宅　集会所
※時間はいずれも午後１時30分～４時30分

■タブレット絆交流会
日にち 場所

12月11日（月） 柏崎市文化会館アルフォーレ　中会議室
※時間は午後１時30分～３時30分

　タブレット端末を落としたり、踏んだり
して破損するケースが多発しています。破
損すると、利用規約に基づき修理費用をご
負担いただく場合があります。また、充電
器を紛失、破損した場合はお近くの家電量
販店などでお買い求めください。どの充電
器を買えばよいか分からない、どこに買い
に行けばよいか分からないなどのご相談は
サポートセンターへお問い合わせください。

・画面等の破損　　　　約 42,000 円
・全損、紛失　　　　　　約 80,000 円
　タブレット端末は精密機械です。置き場
所や取り扱いには十分ご注意ください。

　また、使われていないタブレット端末を
回収し、端末を必要とする別の町民の方に
貸し出したいと考えています。数か月にわ
たって利用していない方に電話連絡をさせ
ていただくことがありますので、ご協力を
お願いします。



26

　一時立ち入りする際には申し込みが必要です。実施スケジュールをご確認の上、コールセンターへお電話
でお申し込みください（電話番号が変わりました。ご注意ください）。
　なお、マイカーによる立ち入りは平成 29 年度から毛萱・波倉スクリーニング場での当日受付ができるよ
うになりました。下記の「当日受付の注意点」をご確認の上、手続きを行ってください。
　バスによる立ち入りは、各月のバス立ち入り初日の１か月前までにお申し込みください。
※実施スケジュールや最新の予約状況は専用ホームページ（http://www.ichijitachiiri.com/）でご覧いただけ
　ます
※立ち入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地で通行証、個人線量計、防護装備等をお
　渡しします。お帰りの際、中継基地でこれらを返却し、スクリーニングを受けていただきます

【一時立ち入り受付コールセンター】

☎０１２０－２２０－７８８（フリーダイヤル）
■申込受付時間
　平日………午前８時～午後８時
　土日祝日…午前８時～午後５時

・お彼岸は立ち入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設けさせていただきます。
・公益一時立ち入りのお申し込み・お問い合わせは、これまでどおり大熊町役場いわき出張所環境対策
　課にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

※年末年始（12月29日～平成30年１月３日）は受付を休止します
※12月25日～28日、平成30年１月４日～８日の申込受付時間は午前８時～午後５時です。ご注意く
　ださい

※予約時は問い合わせ番号をお伝えいただくと、手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号は各世帯固有
　の番号です
※立ち入り休止日にやむを得ぬ事情（命日による墓参立ち入り等）により立ち入りを希望する場合は、事前（２
　週間～ 10 日前まで ) に環境対策課へ直接ご相談ください

◆当日受付の注意点◆
・当日受付は毛萱・波倉スクリーニング場に午前９時～正午までにお越しいただいた場合にのみ可能で
　す（他の中継基地での当日受付はできません）。
・スクリーニング場スタッフに当日受付する旨と「問い合わせ番号」、世帯主の氏名をお伝えください。
・お盆、お彼岸の時期は当日受付できません。事前にお申し込みください。
・事前予約した方に比べ、受付に時間がかかる可能性があります。ご了承ください。

お知らせinfomation

一時立ち入りスケジュール

お知らせ infomation

マイカーでの立ち入り

バスでの立ち入り

112月 月

12 月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉

立ち入り
休止

マイカー
立ち入り

バス
立ち入り

1 月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉

年 平成 30 年
月 3月
日 16 17
曜日 金 土

毛萱・波倉　　　　　　　　　
スクリーニング場

40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 2月 15 日
（木）

　お墓参りの際はお線香、ろうそくの
ご使用は控え、食べ物などのお供え物
も持ち込みを控えてください。全町民
が避難している中での火災は大規模化
する恐れがあります。また、お菓子や
果物などのお供え物は動物を呼び寄
せ、食い荒らされるなど環境衛生面の
問題があるためです。

【注意】
・中屋敷スクリーニング場は降雪や路面凍結時、出入りに危険を伴うため、平成 30 年１月 19 日（金）～３月 17 日（土）の間、受付し
　ません。他のスクリーニング場をご利用ください
・気象状況により、やむを得ず中止することがあります

！

　お墓参りの際はお線香、ろうそく
のご使用は控え、食べ物などのお供
え物も持ち込みを控えてください。
全町民が避難している中での火災は
大規模化する恐れがあります。また、
お菓子や果物などのお供え物は動物
を呼び寄せ、食い荒らされるなど環
境衛生面の問題があるためです。
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お知らせ infomation

マイカーでの立ち入り

バスでの立ち入り

112月 月

12 月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉

立ち入り
休止

マイカー
立ち入り

バス
立ち入り

1 月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①津島活性化センター

②加倉

③高瀬

④中屋敷

⑤大川原

⑥高津戸

⑦毛萱・波倉

年 平成 30 年
月 3月
日 16 17
曜日 金 土

毛萱・波倉　　　　　　　　　
スクリーニング場

40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 2月 15 日
（木）

　お墓参りの際はお線香、ろうそくの
ご使用は控え、食べ物などのお供え物
も持ち込みを控えてください。全町民
が避難している中での火災は大規模化
する恐れがあります。また、お菓子や
果物などのお供え物は動物を呼び寄
せ、食い荒らされるなど環境衛生面の
問題があるためです。

【注意】
・中屋敷スクリーニング場は降雪や路面凍結時、出入りに危険を伴うため、平成 30 年１月 19 日（金）～３月 17 日（土）の間、受付し
　ません。他のスクリーニング場をご利用ください
・気象状況により、やむを得ず中止することがあります

！

　お墓参りの際はお線香、ろうそく
のご使用は控え、食べ物などのお供
え物も持ち込みを控えてください。
全町民が避難している中での火災は
大規模化する恐れがあります。また、
お菓子や果物などのお供え物は動物
を呼び寄せ、食い荒らされるなど環
境衛生面の問題があるためです。
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町の今、お伝えします 問大熊町役場
　会津若松出張所
☎ 0120-26-3844
　いわき出張所
☎ 0120-26-5671るさと  かわらばんふ

　環境省では除染を実施している区域において被災家屋等の解体申請を受け付けています。
　今般、特定復興再生拠点整備計画の認定に伴い、解体申請範囲が変更されましたのでお知らせします。　
　なお、特定復興再生拠点計画の詳細については、町役場会津若松出張所企画調整課にお問い合わせく
ださい。

○申請

　解体を希望される方は「解体申請受付窓口」までお問
い合わせください。申請には右の書類が必要になります。
　なお、これまでの町および環境省による意向確認の際、
解体を希望しないと回答された方も申請可能です。

○解体申請受付窓口
　高島テクノロジーセンター （環境省業務受注業者） 
　☎ 0120-700-908
　大熊町役場いわき出張所　駐車場スペース内 （いわき市好間工業団地１-43）
　受付時間：午前8時30分～午後5時15分 （祝日を除く月曜日～金曜日） 　

■被災家屋の解体申請に関するお知らせ

申請に必要な書類リスト
①身分証明書の写し（運転免許証等）
②固定資産課税台帳記載事項証明書（名寄帳）
③解体申請を行う家屋等の写真
④印鑑
※建物の「り災証明書」写し（住居のみ）

○対象家屋　次の1、2、3に該当する家屋が対象となります。

　1. 大熊町の除染実施区域（中屋敷地区、大川原地区）または特定復興再生拠点内の家屋であること。

　2. 東日本大震災で被災した住居（母屋）、付属建屋（倉庫、物置等）、事務所、店舗であること。
　　 ※事務所、店舗については中小企業が対象になります
　3. 住居（母屋）については、大熊町で発行する「り災証明書」が必要になります。
　　 ※「り災証明書」の申請については税務課までご連絡ください

特定復興再生拠点区域
（約860ha）

（仮称）大熊 IC国道288号

大野駅

Ｊ
Ｒ
常
磐
線常

磐
自
動
車
道

国
道
６
号

県道夫
沢大野

停車場
線町道西20号線

町道東19号
線

県道小良ケ浜野上線

県道大
野停車

場

大川原
線

県道
いわ
き浪
江線

町道東67号線

町道東63号線

■片付けごみ回収
　大熊町全域のごみステーションに出された片付けご
みを回収しています。片付けのため大型の袋が必要
な際はお申し込みください。
　また、除染実施区域（中屋敷、大川原）および特定
復興再生拠点内に住居がある方については、粗大ご
み等の個別回収もしています。希望される方はお申し
込みください。
【お申し込み先】
　双葉運輸　片付けごみ回収受付センター
☎0120-50-8832
問　福島地方環境事務所　浜通り南支所（廃棄物担当）
☎0240-25-8993
問　大熊町役場いわき出張所　環境対策課　

！

■ 除染と中間貯蔵施設に関する
　 お問い合わせ窓口
☎0120-027-582
※日祝日を除く 午前９時30分～午後６時15分

■中間貯蔵施設について
○施設について
　10月28日より、中間貯蔵施設の土壌貯蔵施設に
おいて貯蔵を開始しました。
○輸送について（10月11日～11月10日）
　いわき市、大熊町、富岡町、楢葉町、広野町、川内村、
郡山市、白河市、田村市、鏡石町、棚倉町、三春町、
矢吹町、天栄村から中間貯蔵施設の保管場へ除染土
壌等の輸送を行いました。
　また、町有地への搬入については、郡山市、白河市、
棚倉町の学校等からふれあいパークおおくまへの輸
送を行いました。
○環境安全委員会について
　11月14日に福島県、大熊町および双葉町等の委
員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第９回）
が開催され、工事や輸送の状況等について報告しま
した。
　引き続き、安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に
取り組んでまいります。
問福島地方環境事務所
　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課
☎０２４（５６３）１２９３
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

農業用施設（開水路）調査のため
水路周辺の草刈・測量等を実施しています

　東北農政局では、農業用施設（開水路）に対する
被災状況を確認するため、右図の水路周辺で刈払い、
測量、目視調査を実施しています。調査期間中はご
迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
【対象施設】
　社領堰水路（2.0km）、四郎右エ門水路（4.0km）、
大和久水路（3.0km）
【業務期間】
　平成30年3月16日まで（社領堰水路）
　平成30年3月23日まで（四郎右エ門水路、
大和久水路）
　※宅地周辺は今後実施します

常
磐
道

常
磐
線

社領堰水路

四郎右エ門水路

大和久水路

町役場

国
道
６
号

国
道
288
号

【作業機関】
　日本水工コンサルタント東北支店 （社領堰水路）
　内外エンジニアリング東北支店（四郎右エ門水路、
大和久水路）
問　（発注者）東北農政局　農村振興部防災課
☎022-263-1111
問　大熊町役場いわき出張所　復興事業課

■町内の灯油回収
　環境省では、ご家庭に残置されている灯油等の回
収受付を実施しています。回収を希望される方はお申
し込みください。
※環境省が回収を実施しますが、受付は東京電力　
　ホールディングスで行います
【お申し込み先】
　東京電力ホールディングス
　福島復興本社 大熊町グループ
☎080-6842-2349（平日午前９時～午後５時）
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■片付けごみ回収
　大熊町全域のごみステーションに出された片付けご
みを回収しています。片付けのため大型の袋が必要
な際はお申し込みください。
　また、除染実施区域（中屋敷、大川原）および特定
復興再生拠点内に住居がある方については、粗大ご
み等の個別回収もしています。希望される方はお申し
込みください。
【お申し込み先】
　双葉運輸　片付けごみ回収受付センター
☎0120-50-8832
問　福島地方環境事務所　浜通り南支所（廃棄物担当）
☎0240-25-8993
問　大熊町役場いわき出張所　環境対策課　

！

■ 除染と中間貯蔵施設に関する
　 お問い合わせ窓口
☎0120-027-582
※日祝日を除く 午前９時30分～午後６時15分

■中間貯蔵施設について
○施設について
　10月28日より、中間貯蔵施設の土壌貯蔵施設に
おいて貯蔵を開始しました。
○輸送について（10月11日～11月10日）
　いわき市、大熊町、富岡町、楢葉町、広野町、川内村、
郡山市、白河市、田村市、鏡石町、棚倉町、三春町、
矢吹町、天栄村から中間貯蔵施設の保管場へ除染土
壌等の輸送を行いました。
　また、町有地への搬入については、郡山市、白河市、
棚倉町の学校等からふれあいパークおおくまへの輸
送を行いました。
○環境安全委員会について
　11月14日に福島県、大熊町および双葉町等の委
員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第９回）
が開催され、工事や輸送の状況等について報告しま
した。
　引き続き、安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に
取り組んでまいります。
問福島地方環境事務所
　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課
☎０２４（５６３）１２９３
問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

農業用施設（開水路）調査のため
水路周辺の草刈・測量等を実施しています

　東北農政局では、農業用施設（開水路）に対する
被災状況を確認するため、右図の水路周辺で刈払い、
測量、目視調査を実施しています。調査期間中はご
迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
【対象施設】
　社領堰水路（2.0km）、四郎右エ門水路（4.0km）、
大和久水路（3.0km）
【業務期間】
　平成30年3月16日まで（社領堰水路）
　平成30年3月23日まで（四郎右エ門水路、
大和久水路）
　※宅地周辺は今後実施します
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【作業機関】
　日本水工コンサルタント東北支店 （社領堰水路）
　内外エンジニアリング東北支店（四郎右エ門水路、
大和久水路）
問　（発注者）東北農政局　農村振興部防災課
☎022-263-1111
問　大熊町役場いわき出張所　復興事業課

■町内の灯油回収
　環境省では、ご家庭に残置されている灯油等の回
収受付を実施しています。回収を希望される方はお申
し込みください。
※環境省が回収を実施しますが、受付は東京電力　
　ホールディングスで行います
【お申し込み先】
　東京電力ホールディングス
　福島復興本社 大熊町グループ
☎080-6842-2349（平日午前９時～午後５時）



問 大熊町役場会津若松出張所　総務課秘書広聴係

　ふるさとに対する想いや避難生活で感じていることな

ど、届けられた想いを共有し、「おおくま」 と皆さまを 「絆
（きずな）」 でつないでいくことができれば幸いです。
　記者が避難先へ訪問し、 インタビューした内容をもと
に文章を作成します。
　あなたも想いを伝えてみませんか？

　小学生のころ町内のスポー
ツ少年団で野球を始め、大熊
中、小高工高に進んでからも続
ける。現在はいわき市のクラブ
チームに所属している。
　市町村野球や市町村ソフト
ボールの大熊町チームにも参加
し、内野手として貴重な戦力と
なっている。

いわき市

松
まつなが

永 秀
ひでひろ

寛さん

　
現
在
、
私
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
炉
作
業
に
携
わ
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
大

熊
町
に
、
町
民
が
一
緒
に
笑
っ
て
帰
郷

す
る
こ
と
を
思
い
描
き
、
一
日
も
早
い

廃
炉
を
完
遂
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
熊
町

の
復
興
の
力
に
な
る
と
信
じ
て
廃
炉
の

一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
友
だ

ち
と
大
熊
町
で
「
こ
の
場
所
、
懐
か
し

い
ね
」
と
い
っ
た
故
郷
の
話
が
で
き
る

日
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
熊
川
地
区
の
出
身
で
す
。
自
宅

の
近
く
に
は
熊
川
海
水
浴
場
が
あ
り
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
夏
に
な
る
と
毎
日
の

よ
う
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
行

く
の
は
決
ま
っ
て
午
後
４
時
頃
、
海
水

浴
客
が
い
な
く
な
っ
た
砂
浜
で
、
幼
馴

染
と
辺
り
が
暗
く
な
る
ま
で
過
ご
し
て

い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
地
区
に
は
、
８
月
26
日
の
熊
川
諏
訪

神
社
祭
礼
宵
祭
り
で
、
神
社
に
奉
納
さ

れ
る
「
熊
川
稚
児
鹿
舞
」
が
あ
り
ま

す
。
熊
川
地
区
の
子
ど
も
た
ち
４
人
が

鹿(

し
し)

役
を
す
る
の
で
す
が
、
私
も

そ
の
役
を
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
務
め
ま
し
た
。
震
災
で
、
神
社

へ
奉
納
さ
れ
る
伝
統
は
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
こ
の
舞
は
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
鹿
役
を
務
め

た
一
人
と
し
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
鹿
役
の
子
ど
も
の
ほ
か
、
笛
や
太

鼓
や
唄
、
猿
の
面
を
付
け
た
野
猿
役
は

大
人
が
務
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
父
は

笛
吹
を
し
て
い
て
、
い
ず
れ
は
私
も
こ

の
伝
統
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
一
役
を

担
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
時
に
「
大
熊
町
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」
に
入
り
、
中
学
、
高

校
と
野
球
部
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
高

校
を
卒
業
し
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

も
、
社
内
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
り
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
り
と
、
何
ら

か
の
形
で
続
け
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
野
球
と
は
、
プ
レ
ー
を
通
じ
て
様
々

な
人
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
、
一
種

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で

す
。
現
在
、
大
熊
町
の
野
球
チ
ー
ム
と

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
も
所
属
し
て

い
て
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
の
チ
ー
ム

メ
ー
ト
も
い
ま
す
。
昔
の
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
で
楽

し
く
プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
多
面

に
渡
っ
て
大
熊
町
と
関
わ
る
こ
と
で
、

大
熊
町
の
復
興
と
発
展
へ
の
力
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絆
きずな

おおくま

ふれあい通信

　今年のふくしま駅伝では選手
のサポート役を務めた。前日か
らチームに帯同し、選手の身の
回りの世話全般を行い、力走を
支えた。
　また、９月には「ふたばワー
ルド」で大熊中伝統のよさこい
ソーランを踊り、６年越しの思
いを叶えた。

福島市

中
なかざと

里 茜
あ か り

理さん

　
私
は
小
学
１
年
生
の
時
に
大
熊
町
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

り
、
中
学
、
高
校
と
陸
上
を
続
け
ま
し

た
。
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
は
中
学
１
年
の

時
に
初
め
て
参
加
し
、
高
校
３
年
ま
で

の
間
に
５
回
出
場
し
ま
し
た
。
特
に

２
０
０
９
年
と
２
０
１
０
年
は
、
前
の

区
間
走
者
を
兄
が
務
め
、
兄
妹
で
た
す

き
リ
レ
ー
を
し
た
思
い
出
に
残
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て

大
熊
町
チ
ー
ム
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
自
分
自
身
が
こ
れ
ま
で
助
け
て

も
ら
っ
た
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
、

チ
ー
ム
の
監
督
に「
私
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
」
と
願
い
出
ま
し
た
。
当
日

は
、
７
区
の
中
学
生
区
間
を
担
当
し
ま

し
た
。
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、
中

学
生
は
勝
手
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
、
選
手
だ
っ
た
経
験
を
活
か
し

て
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

　
大
熊
中
学
校
に
は
伝
統
の
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
町
民
体
育
祭

で
女
子
生
徒
が
踊
る
の
で
す
が
、
全
学

年
に
よ
る「
よ
さ
こ
い
」
と
３
年
生
だ

け
が
踊
る「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
に
わ
か
れ

て
い
ま
す
。
３
年
生
が
踊
る
ソ
ー
ラ
ン

節
は
大
熊
中
の
女
子
に
と
っ
て
の
憧
れ

で
し
た
。
２
年
生
の
後
半
か
ら
、
そ
れ

に
向
け
た
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
そ
の
３
月
に
震
災
に
遭
い
ま

し
た
。
同
級
生
が
各
地
へ
避
難
し
、
私

た
ち
家
族
も
福
島
市
へ
避
難
し
ま
し

た
。
再
開
し
た
大
熊
中
学
校
に
通
っ
た

同
級
生
は
、
そ
の
年
の
体
育
祭
で
ソ
ー

ラ
ン
節
を
演
舞
し
た
そ
う
で
す
が
、
そ

こ
で
一
緒
に
踊
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
私

の
中
で
心
残
り
で
し
た
。

　
今
年
の
７
月
ご
ろ
、
同
級
生
の
友
だ

ち
か
ら「
ソ
ー
ラ
ン
節
を
一
緒
に
踊
ら

な
い
か
」
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
友
だ
ち
も
い
わ
き
市
に
避
難
し
て
踊

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
そ
の
誘

い
を
二
つ
返
事
で
受
け
、
他
の
友
だ
ち

に
も
声
を
掛
け
ま
し
た
。
結
果
14
人
の

同
級
生
と
３
人
の
先
輩
の
合
わ
せ
て
17

人
が
集
ま
り
、
本
番
に
向
け
て
動
き
出

し
ま
し
た
。
当
時
の
体
育
の
先
生
も
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
中
学
時
代
を
思

い
出
し
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

短
い
準
備
期
間
で
し
た
が
、
９
月
30
日

に
富
岡
町
で
行
わ
れ
た「
ふ
た
ば
ワ
ー

ル
ド
」
で
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
、
６
年
越
し
の
思
い
が
叶
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
練
習
や
本
番
で
み
ん
な

と
過
ご
し
た
時
間
は
と
て
も
大
切
な
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
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絆
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ふれあい通信

　今年のふくしま駅伝では選手
のサポート役を務めた。前日か
らチームに帯同し、選手の身の
回りの世話全般を行い、力走を
支えた。
　また、９月には「ふたばワー
ルド」で大熊中伝統のよさこい
ソーランを踊り、６年越しの思
いを叶えた。

福島市

中
なかざと

里 茜
あ か り

理さん

　
私
は
小
学
１
年
生
の
時
に
大
熊
町
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

り
、
中
学
、
高
校
と
陸
上
を
続
け
ま
し

た
。
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
は
中
学
１
年
の

時
に
初
め
て
参
加
し
、
高
校
３
年
ま
で

の
間
に
５
回
出
場
し
ま
し
た
。
特
に

２
０
０
９
年
と
２
０
１
０
年
は
、
前
の

区
間
走
者
を
兄
が
務
め
、
兄
妹
で
た
す

き
リ
レ
ー
を
し
た
思
い
出
に
残
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て

大
熊
町
チ
ー
ム
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
自
分
自
身
が
こ
れ
ま
で
助
け
て

も
ら
っ
た
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
、

チ
ー
ム
の
監
督
に「
私
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
」
と
願
い
出
ま
し
た
。
当
日

は
、
７
区
の
中
学
生
区
間
を
担
当
し
ま

し
た
。
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、
中

学
生
は
勝
手
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
、
選
手
だ
っ
た
経
験
を
活
か
し

て
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

　
大
熊
中
学
校
に
は
伝
統
の
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
町
民
体
育
祭

で
女
子
生
徒
が
踊
る
の
で
す
が
、
全
学

年
に
よ
る「
よ
さ
こ
い
」
と
３
年
生
だ

け
が
踊
る「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
に
わ
か
れ

て
い
ま
す
。
３
年
生
が
踊
る
ソ
ー
ラ
ン

節
は
大
熊
中
の
女
子
に
と
っ
て
の
憧
れ

で
し
た
。
２
年
生
の
後
半
か
ら
、
そ
れ

に
向
け
た
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
そ
の
３
月
に
震
災
に
遭
い
ま

し
た
。
同
級
生
が
各
地
へ
避
難
し
、
私

た
ち
家
族
も
福
島
市
へ
避
難
し
ま
し

た
。
再
開
し
た
大
熊
中
学
校
に
通
っ
た

同
級
生
は
、
そ
の
年
の
体
育
祭
で
ソ
ー

ラ
ン
節
を
演
舞
し
た
そ
う
で
す
が
、
そ

こ
で
一
緒
に
踊
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
私

の
中
で
心
残
り
で
し
た
。

　
今
年
の
７
月
ご
ろ
、
同
級
生
の
友
だ

ち
か
ら「
ソ
ー
ラ
ン
節
を
一
緒
に
踊
ら

な
い
か
」
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
友
だ
ち
も
い
わ
き
市
に
避
難
し
て
踊

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
そ
の
誘

い
を
二
つ
返
事
で
受
け
、
他
の
友
だ
ち

に
も
声
を
掛
け
ま
し
た
。
結
果
14
人
の

同
級
生
と
３
人
の
先
輩
の
合
わ
せ
て
17

人
が
集
ま
り
、
本
番
に
向
け
て
動
き
出

し
ま
し
た
。
当
時
の
体
育
の
先
生
も
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
中
学
時
代
を
思

い
出
し
な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

短
い
準
備
期
間
で
し
た
が
、
９
月
30
日

に
富
岡
町
で
行
わ
れ
た「
ふ
た
ば
ワ
ー

ル
ド
」
で
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
、
６
年
越
し
の
思
い
が
叶
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
練
習
や
本
番
で
み
ん
な

と
過
ご
し
た
時
間
は
と
て
も
大
切
な
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
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　放射線には様々な種類があります。このうちα
（アルファ）線は皮膚の角質層を透過できないた
め、α線を放出する放射性物質による外部被ばく
は問題になりません。しかし、内部被ばくでは組
織内で局所的にたくさんの電離（※）を起こし、
集中的にエネルギーを与えます。この結果、ＤＮ
Ａが大きな損傷を受け、生物への強い悪影響を引
き起こします。
※細胞を構成する原子に放射線が当たることにより、原

　子から電子が無理矢理引き離され、細胞が傷ついた状

　態になること

　β（ベータ）線は内部被ばくではα線と同様、
通った所の物質に直接電離を引き起こしますが、
電離の密度は低く、生物に及ぼす影響力はα線ほ
ど強くありません。外部被ばくでは、皮膚や皮下
組織に影響を与える可能性があります。透過力（通
り抜ける力）は、α線とγ線の中間です。
　γ（ガンマ）線や病院でおなじみのＸ線は透過
力が強く、深部の臓器・組織にまで到達しますが、
やはり電離の影響は高くありません。生物への影
響力はβ線と同程度です。放射線といえば通常γ
線のことです。

　天然放射性核種とは、地球ができたときから主
に地殻中に存在している放射性核種、またはそれ
が崩壊してできた核種のことです。大部分はウラ
ン系列、トリウム系列およびカリウム -40 です。
それらの量は一般に、水成岩中より火成岩中の方
が多く、花コウ岩が最も多くなっています。これ
らの系列の共通点は、いずれも地球の年令に匹敵
する長い半減期をもつということです。ウランや
トリウム系列の途中に気体の放射性核種ラドンが
あり、系列最後の安定核種は鉛の同位体です。世
界的にみて通常の天然放射性核種からの推定年間
実効線量はカリウム -40 が 0.33 ミリシーベルト、
ウラン 238 系列が 1.34 ミリシーベルト、トリウ
ム系列が 0.34 ミリシーベルトとされています。

天然放射性核種による被ばく線量レベルでは、有
意な放射線による影響は確認されていません。
　人工放射性核種とは、原子炉などである核種か
ら人工的に核変換されて作られた、放射線を出す
力のあるものです。例えば、もともと放射線を出
さない鉄、コバルトなどが中性子に当たることで
放射線を出す鉄やコバルトに変化します。
　また、原子炉内でウランが核分裂することでも、
さまざまな種類の放射性核種が生成されます。こ
れを核分裂生成物といいます。なお、核実験や原
発事故により生成された核分裂生成物が大気中に
移行した放射性核種として、ストロンチウム 90
やセシウム 137 などがあります。

出典：「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料 平成 27 年度版 」（環境省）、一部を加工して作成

●天然放射性核種 と人工放射性核種

●α線、β線、γ線、Ｘ線

教えて おおちゃん
放射性物質

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

Part32. 基礎のおさらい～その 1～

　どの家庭にもある電球。その電気エネルギーの
大きさは「ワット」という単位で表されます。人
はその光を「明るさ」として感じます。その明る
さの単位が「ルクス」です。東京電力福島第一原
発事故以来、よく耳にする「ベクレル」と「シー
ベルト」という放射線に関する単位も、この関係
に似ています。
　例えば岩石等が放射線を出すとき、この岩石を
「放射性物質」と呼びます。放射性物質が出す放
射線の能力が「放射能」です。「この岩石は放射
能を持っている」という使い方をします。この岩

石の持っている放射線を出す能力の大きさは「ベ
クレル（Bq）」という単位で表されます。その受
けた放射線で人がどれ位の影響を受けるか、放射
線被ばく線量の単位には「シーベルト（Sv）」が
使われます。
　ベクレルで表される放射能が大きいほど、た
くさんの放射線が出ていることを意味しますが、
シーベルトで表される被ばく量は放射性物質から
の距離によって変化します。距離が近ければ強く、
遠ければ弱くなります。どんなに明るい電球でも、
離れるにつれて光が届かなくなるのと同じです。

出典：「放射線による健康影響等
に関する統一的な基礎資料 平成
27 年度版 」（環境省）、一部を加
工して作成

　このコーナーの掲載回数も 30 回を超えました。ここで改めて、これまでご
紹介した内容のおさらいをしたいと思います。目に見えず、実体が分かりにく
い放射線について、皆さんの理解が少しでも進み、不確かなうわさなどに振り
回されることなく、何が危険で何がそうでないかを皆さんが自ら判断する知識
を備えること、それが私たちの願いです。

●放射能、
　放射線、
　放射性物質の違い
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教えて おおちゃん
放射性物質

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

Part32. 基礎のおさらい～その 1～

　どの家庭にもある電球。その電気エネルギーの
大きさは「ワット」という単位で表されます。人
はその光を「明るさ」として感じます。その明る
さの単位が「ルクス」です。東京電力福島第一原
発事故以来、よく耳にする「ベクレル」と「シー
ベルト」という放射線に関する単位も、この関係
に似ています。
　例えば岩石等が放射線を出すとき、この岩石を
「放射性物質」と呼びます。放射性物質が出す放
射線の能力が「放射能」です。「この岩石は放射
能を持っている」という使い方をします。この岩

石の持っている放射線を出す能力の大きさは「ベ
クレル（Bq）」という単位で表されます。その受
けた放射線で人がどれ位の影響を受けるか、放射
線被ばく線量の単位には「シーベルト（Sv）」が
使われます。
　ベクレルで表される放射能が大きいほど、た
くさんの放射線が出ていることを意味しますが、
シーベルトで表される被ばく量は放射性物質から
の距離によって変化します。距離が近ければ強く、
遠ければ弱くなります。どんなに明るい電球でも、
離れるにつれて光が届かなくなるのと同じです。

出典：「放射線による健康影響等
に関する統一的な基礎資料 平成
27 年度版 」（環境省）、一部を加
工して作成

　このコーナーの掲載回数も 30 回を超えました。ここで改めて、これまでご
紹介した内容のおさらいをしたいと思います。目に見えず、実体が分かりにく
い放射線について、皆さんの理解が少しでも進み、不確かなうわさなどに振り
回されることなく、何が危険で何がそうでないかを皆さんが自ら判断する知識
を備えること、それが私たちの願いです。

●放射能、
　放射線、
　放射性物質の違い
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問大熊町役場いわき出張所　健康介護課

ヘルシーライフ
えて おおちゃん教

　そうだね。お酒でストレス解消なんて
いっても、病気になったら大変。適量や
週 2日の休肝日を守ることが大事だね。

　「酒は百薬の長」と言われるけど「薬」
ではありません。
　寝酒といって、眠れないときに睡眠薬代
わりに飲むこともあるようですが、習慣化
するとアルコールの量が増え、眠りが浅く
なって夜中に目が覚めたりトイレに起きる
など睡眠の質が落ちる危険性があります。
　心身の健康のためにも、就寝前のアル
コールは控えましょう。

　年末はお酒を飲む機会が多くなるけ
ど、午前０時頃まで切り上げれば、翌朝
運転しても大丈夫だよね。

　えぇ！そんなにかかるんだ⁉
　500ml のビールを３本飲んだらアル
コールは 60g だから、分解には 12 時間
もかかることになるね。思っている以上
にアルコールは体内に残っているんだ
ね。

　そんなことはないよ。例えば一般
的に体重60kgの人が、500mlのビー
ル 1 本 (20g のアルコール ) を飲ん
だ場合、アルコールが肝臓で分解さ
れるには約4時間かかると言われて
いるんだよ。

　アルコールの適量は個人差やその
日の体調もあるから一概には言えな
いけど、お酒を飲んで楽しく過ごせ
ているのは肝臓が一生懸命働いてい
るおかげなんだよ。
　肝臓が悲鳴をあげないよう健康管
理に注意が必要だね。

ひとくちメモ

Part.９　肝臓とアルコール

お酒の種類 量の目安

ビール 中ビン 1本
または 500ml 缶 1 本

日本酒 1合
（180ml）

焼酎（25％） 0.6 合
（100ml）

ウィスキー
ブランデー

ダブル 1杯
（60ml）

ワイン
（14％程度）

小さめのグラス 2杯
（180ml）

サワー
（７％程度） 350ml 缶 1 本

■適量の目安は一日20ｇ■
（アルコール 20 ｇに相当するお酒の量）
※女性や高齢者は、この½～⅓程度です

（
厚
生
労
働
省
「
健
康
日
本
21
」
よ
り
）

ほけんだより
　皆さんの健康や子育てに役立つ様々なイベントを開い
ています。ぜひご参加ください！
問大 熊 町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係
　大熊 町役場会津若松出張所　 福祉課　健康介護係

　いわき市内の交流拠点「梨
の実サロン平」を会場に年６
回、偶数月に開催しています。
　参加された方が、仲間とと
もに楽しみながら自分の健康
について振り返る場になれば
と考え、内容も体組成計測定
やミニ講話、料理教室など、
毎回あれこれ工夫していま
す。ワイワイ、ガヤガヤ ･･･
一度顔を出してみませんか？
　12 月 7日 ( 木 ) は体組成計
測定を行います。体内年齢が
わかりますよ。

これ、つくりました！
　町役場会津若松出張所で活動し
ている女性団体「のほほんクラブ」
がジオラマづくりに挑戦。「心の
風景」をテーマに、思い思いの作
品を仕上げました。上手にできた
かな？

子育てひろば
内自由遊び、身長体重測定、離乳
　食・育児の個別相談
時　12月５日（火）、21日（木）
　午前９時30分～ 11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
対未就学児と保護者（祖父母も可）
持飲み物、おむつ
申不要
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　保健衛生係

離乳食教室
内試食も交えて講話と個別相談
時　12月５日（火）
　午前10時～11時
場大熊町役場いわき出張所２階
対生後５～８か月の乳児（ごっく
　ん期、もぐもぐ期）と家族
持離乳食用スプーン、バスタオル
申電話で
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　保健衛生係

事業紹介

ちびくまランド in会津
内親子ヨガと交流会（お子さんと
　一緒に体を動かしましょう！）
時　12 月５日（火）
　午前 10 時～ 11 時 30 分
場おおくまサロンゆっくりすっ
　ぺ（町役場会津若松出張所）　
対３歳ぐらいまでのお子さんと
　保護者
持母子健康手帳、飲み物、タオル
期電話で 12 月１日（金）まで
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係

　

　ストレッチの効果は筋肉
のコリをほぐすだけではあ
りません。
　リラックスして寝つきが
早まり、眠りを深くするの
で疲れが取れやすくなりま
す。また、代謝がよくなる
ことで睡眠中の脂肪燃焼効
果が高まります。
　一日の終わりに、仕事や
家事で凝り固まった体をほ
ぐし、リフレッシュした朝
を迎えてみてはいかがで
しょうか。

寝る前に
10分ストレッチ

出前！健幸講座in梨の実サロン平

ちょこっと

いいこと
してみませんか？
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ほけんだより
　皆さんの健康や子育てに役立つ様々なイベントを開い
ています。ぜひご参加ください！
問大 熊 町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係
　大熊 町役場会津若松出張所　 福祉課　健康介護係

　いわき市内の交流拠点「梨
の実サロン平」を会場に年６
回、偶数月に開催しています。
　参加された方が、仲間とと
もに楽しみながら自分の健康
について振り返る場になれば
と考え、内容も体組成計測定
やミニ講話、料理教室など、
毎回あれこれ工夫していま
す。ワイワイ、ガヤガヤ ･･･
一度顔を出してみませんか？
　12 月 7日 ( 木 ) は体組成計
測定を行います。体内年齢が
わかりますよ。

これ、つくりました！
　町役場会津若松出張所で活動し
ている女性団体「のほほんクラブ」
がジオラマづくりに挑戦。「心の
風景」をテーマに、思い思いの作
品を仕上げました。上手にできた
かな？

子育てひろば
内自由遊び、身長体重測定、離乳
　食・育児の個別相談
時　12月５日（火）、21日（木）
　午前９時30分～ 11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
対未就学児と保護者（祖父母も可）
持飲み物、おむつ
申不要
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　保健衛生係

離乳食教室
内試食も交えて講話と個別相談
時　12月５日（火）
　午前10時～11時
場大熊町役場いわき出張所２階
対生後５～８か月の乳児（ごっく
　ん期、もぐもぐ期）と家族
持離乳食用スプーン、バスタオル
申電話で
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　保健衛生係

事業紹介

ちびくまランド in会津
内親子ヨガと交流会（お子さんと
　一緒に体を動かしましょう！）
時　12 月５日（火）
　午前 10 時～ 11 時 30 分
場おおくまサロンゆっくりすっ
　ぺ（町役場会津若松出張所）　
対３歳ぐらいまでのお子さんと
　保護者
持母子健康手帳、飲み物、タオル
期電話で 12 月１日（金）まで
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係

　

　ストレッチの効果は筋肉
のコリをほぐすだけではあ
りません。
　リラックスして寝つきが
早まり、眠りを深くするの
で疲れが取れやすくなりま
す。また、代謝がよくなる
ことで睡眠中の脂肪燃焼効
果が高まります。
　一日の終わりに、仕事や
家事で凝り固まった体をほ
ぐし、リフレッシュした朝
を迎えてみてはいかがで
しょうか。

寝る前に
10分ストレッチ

出前！健幸講座in梨の実サロン平

ちょこっと

いいこと
してみませんか？
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こちら
包括です！

　大熊町地域包括支援センターではお年寄りの閉じこも
り、認知症を予防する各種事業を行っています。
問大熊町地域包括支援センター
　（大熊町役場いわき出張所　健康介護課　包括支援係）

☎ 0120-26-5671
　（大熊町役場会津若松出張所　福祉課　健康介護係）

☎ 0120-26-3844

脳力アップ教室（いわき）
内あたまとカラダが喜ぶ軽運動
　（ボールを使った運動、音楽
　に合わせた運動等）
時　 12月12日 (火 )
　午前10時～正午
　 （受付は午前９時 45 分～）
場大熊町役場いわき出張所
　２階　多目的ホール
費無料
対　65 歳以上の方
定　先着 20 人
持動きやすい服装、上履き、 飲み物
期　 12月 11 日（月）まで
申電話で
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課包括支援係
　（花房・浜本）

シルバークッキング（いわき）

　家庭で簡単にできる料理を学ぶ
教室です。料理を通して町民同士
交流してみませんか？
内つくり置きレシピ
時　 12月15日 (金 )
　午前10時～午後１時
　 （受付は午前９時 45 分～）
場常磐共同ガス　ガスワンキッチ
　ンスタジオ・ステラ
費　300 円
対　60 歳以上の方
定　先着 15 人
持エプロン、三角巾、飲み物
期　 12月５日（火）～12日（火）
申電話で
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課包括支援係
　（花房・浜本）

いきいき教室（会津）
　お話ししながら楽しく体を動か
しましょう！
内健康維持・介護予防の運動
費無料
持飲み物、汗ふき用のタオル
申不要
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係（渡邉）

日　時 会　場
12 月６日（水）
午前 10 時～
11 時 30 分

復興公営住宅
城北団地集会所

12 月６日（水）
午後 1時 30 分～
午後 3時

河東町金道地区
仮設住宅集会所

12 月 13 日（水）
午前 10 時～
11 時 30 分

松長 5号公園
仮設住宅集会所

12 月 13（水）
午後 1時 30 分～
午後 3時

一箕町長原地区
仮設住宅集会所

12 月 20 日（水）
午前 10 時～
11 時 30 分

扇町１号公園
仮設住宅集会所

12 月 20 日（水）
午後 1時 30 分～
午後 3時

復興公営住宅
年貢町団地集会所

10 月の活動実績…相談・44 件　対応・151 件

男
おとこじゅく

塾（会津）

　男のパーティー料理を作ろう！
内料理教室
時　12 月 22 日（金）　
　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（町役場会津若松出張所内）
費　300 円
定　先着 20 人
持エプロン、三角巾
期　12 月 15 日（金）まで
申電話で
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係
　（新田・渡邉）

のほほんクラブ（会津）

　みんなでお話ししながら、来年
の干支をつくりましょう
内つるし雛づくり（こま犬）
時　 12月21（木）
　午前 9時30分～11 時30分
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（町役場会津若松出張所内）
費　500 円
定　先着20人
持裁縫道具
期　12月15日（金）まで
申電話で
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課　健康介護係
　（新田・渡邉）

町民掲示板

問大熊町復興支援員コミュ
　ニティ支援担当・佐藤
　（旧姓冨岡）
☎ 070-5581-5939

盆踊りの歌詞
集めています

大野中昭和 34年度卒業生同級会
　10月18日、浅草ビューホテルで開催しました。2年前の同級会で「次
回は東京で！」との要望が実現したものです。
　ホテルの 26 階から東京スカイツリーと夜景を堪能しながらディ
ナーを楽しみました。卒業以来 57 年ぶりの再会もあり、童心に戻っ
ての語らいは大いに盛り上がり、夜が更けるのも忘れてしまいました。
　翌日はあいにくの雨でしたが、2年後いわき市での再会を約束し、
帰路につきました。（伊藤昌夫）

熊２区
　総会、懇親会を１月に郡山市で
開きます。ご参加ください。
時平成30年１月27 日（土）
場磐梯熱海温泉ホテル華の湯
　（郡山市熱海町）
費　無料（行政区絆維持補助金を
　活用）
※詳細は郵送した案内文をご参照
　ください
問区長・島原健二郎
☎ 090-2368-2787

熊 1区総会・懇親会
　11 月 11 日（土）、いわき湯本温泉「新つた」で開催し、県内外か
ら 73 人が参加しました。総会後の交流会では、来賓の吉田副町長が
町の復興現況を交えたあいさつをし、仲野議員による乾杯の発声で会
が始まりました。
　久しぶりの再会にお互いの現状を夜遅くまで語り合い、故郷を懐か
しみました。婦人会の皆さんの余興もあり、楽しい時間を過ごしまし
た。それぞれ新しい生活を前向きに生きることを祈念し、次回の再会
を約束して散会しました。（区長・佐久間住夫）

下野上２区懇親会
　10 月 15 日（日）、
福島市の土湯温泉
「福うさぎ」で懇親
会を開きました。
県内外から 41 人
が出席し、楽しい
時間を過ごしまし
た。
　次回は来年３月に総会の開催を予定しています。（区長・池田政典）

フレンドリー東北
　会員の皆さんから「１泊でゆっ
くりしたい」と要望が多く寄せら
れました。つきましては、１泊で
の忘年会を企画しました。
内忘年会
時　12 月５日（火）～６日（水）
場仙渓園　月岡ホテル
　（山形県上山市）
費１人 5,000 円
※会員の皆さんの避難先が広範囲
　のため、各自現地集合とします。
　仙台市からは高速バスを利用す
　ると便利です。早めの連絡をお
　願いします
☎ 090-4314-8444（木幡伸夫）

積小為大の会
内　12 月９日（土）　
　午前10時～午後２時 
場茨城県産業会館
　（水戸市桜川 2-2-35）
内弁護士による原子力賠償の個別
　相談会（事前予約制）

※茨城県健康いきがいづくり協議
　会による以下の事業に招待され
　ています（会場はいずれも水戸
　市大場市民センター）
・新そば収穫祭
時　12 月 10 日（日）午前 10 時～
・クリスマス会
時　12 月 17 日（日）午前 10 時～
☎ 080-1657-7286（浅野）
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町民掲示板

問大熊町復興支援員コミュ
　ニティ支援担当・佐藤
　（旧姓冨岡）
☎ 070-5581-5939

盆踊りの歌詞
集めています

大野中昭和 34年度卒業生同級会
　10月18日、浅草ビューホテルで開催しました。2年前の同級会で「次
回は東京で！」との要望が実現したものです。
　ホテルの 26 階から東京スカイツリーと夜景を堪能しながらディ
ナーを楽しみました。卒業以来 57 年ぶりの再会もあり、童心に戻っ
ての語らいは大いに盛り上がり、夜が更けるのも忘れてしまいました。
　翌日はあいにくの雨でしたが、2年後いわき市での再会を約束し、
帰路につきました。（伊藤昌夫）

熊２区
　総会、懇親会を１月に郡山市で
開きます。ご参加ください。
時平成30年１月27 日（土）
場磐梯熱海温泉ホテル華の湯
　（郡山市熱海町）
費　無料（行政区絆維持補助金を
　活用）
※詳細は郵送した案内文をご参照
　ください
問区長・島原健二郎
☎ 090-2368-2787

熊 1区総会・懇親会
　11 月 11 日（土）、いわき湯本温泉「新つた」で開催し、県内外か
ら 73 人が参加しました。総会後の交流会では、来賓の吉田副町長が
町の復興現況を交えたあいさつをし、仲野議員による乾杯の発声で会
が始まりました。
　久しぶりの再会にお互いの現状を夜遅くまで語り合い、故郷を懐か
しみました。婦人会の皆さんの余興もあり、楽しい時間を過ごしまし
た。それぞれ新しい生活を前向きに生きることを祈念し、次回の再会
を約束して散会しました。（区長・佐久間住夫）

下野上２区懇親会
　10 月 15 日（日）、
福島市の土湯温泉
「福うさぎ」で懇親
会を開きました。
県内外から 41 人
が出席し、楽しい
時間を過ごしまし
た。
　次回は来年３月に総会の開催を予定しています。（区長・池田政典）

フレンドリー東北
　会員の皆さんから「１泊でゆっ
くりしたい」と要望が多く寄せら
れました。つきましては、１泊で
の忘年会を企画しました。
内忘年会
時　12 月５日（火）～６日（水）
場仙渓園　月岡ホテル
　（山形県上山市）
費１人 5,000 円
※会員の皆さんの避難先が広範囲
　のため、各自現地集合とします。
　仙台市からは高速バスを利用す
　ると便利です。早めの連絡をお
　願いします
☎ 090-4314-8444（木幡伸夫）

積小為大の会
内　12 月９日（土）　
　午前10時～午後２時 
場茨城県産業会館
　（水戸市桜川 2-2-35）
内弁護士による原子力賠償の個別
　相談会（事前予約制）

※茨城県健康いきがいづくり協議
　会による以下の事業に招待され
　ています（会場はいずれも水戸
　市大場市民センター）
・新そば収穫祭
時　12 月 10 日（日）午前 10 時～
・クリスマス会
時　12 月 17 日（日）午前 10 時～
☎ 080-1657-7286（浅野）
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古滝屋温泉日帰りお茶会
時　12 月20 日（水）
　午前10時～午後 3時
場古滝屋
※人数がまとまれば好間第三仮設
　から無料送迎バスあり
費入浴料 800 円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
☎ 080-6007-6824（市川）
☎ 090-5187-2234（堀本）

すまいるサロン
時  12 月18 日（月）
　午前10時～午後３時
場　町役場いわき出張所
　２階調理室
持　マイカップ、おむすび（昼食）
☎ 080-1830-5567（小林）

おおくま町会津会
時（両日とも午前10時から）
・12月６日（水）
　ヒロロ細工でコースターづくり
・12月20日（水）
　クリスマスパーティー
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
☎ 090-7078-2327（山本）

ママだってやってみ隊
≪その 1≫
内体操教室（アンチエイジングと
　ストレス解消のための体操）
時　12 月４日（月）
　午前 10 時～正午
場大熊町役場会津若松出張所
　第一会議室
≪その２≫
内新潟県内のお母さんとの交流会
時　12月11日（月）午前11時集合
※午前９時に町役場会津若松出張
　所を出発します
場燕三条地場産業振興センター
費無料（昼食は自費）
期　12月７日（木）まで
≪その３≫
内プリザーブドフラワー体験
時　12月19日（火）午前10 時～
場一箕町長原地区仮設住宅
費　2,000 円
期　12月15日（金）まで
☎ 090-6259-7933（阿部）
※平日午前10時～午後５時

大熊町山田会
≪その 1 ≫
内みんなでもちつき！
時　12月９日（土）午前10時～
※お手伝いいただける方は９時合
場渡辺宅前広場（いわき市山田町）
費　500 円
定　50 人（定員になり次第締切）
≪その 2 ≫
内新年会！（お食事会）
時１月 13 日（土）
　午前 11 時 30 分～
場三香縁（いわき市山田町）
費　2,000 円
定　50 人（定員になり次第締切）
☎ 090-2958-4174（三瓶道教）
　　090-7326-7444（石田和枝）

おおくままち北浜グループ

内新年お食事会（食事と入浴）
時平成 30 年１月 26 日（金）
　午前 11 時～午後２時
場和風亭もりのゆ（南相馬市原町区）
費　2,000 円
持タオル
期１月 10 日（水）まで
※集合はサンライフ南相馬（原町
　生涯学習センター）に午前10時
　50分。それ以外の方は各自現地
　集合ですが、交通手段の都合が
　つかない方はお知らせください
☎ 080-1814-9819（小林）

大熊町いわき会
内もちつき！
時　12月８日（金）午前10時～
※お手伝いただける方は９時
場いわき市泉公民館
費無料
☎ 090-7060-9464（澤内俊昭）
☎ 090-9746-6419（伊藤憲顕）

おおくまいわき友の会
内いちご狩りバスツアー！
　（宮城方面）
時　２月４日（日）
　午前８時 30 分ラパークいわき
　出発予定
定　45 人
※申し込みは12月７日（木）から
費　 2 ,000円
☎ 090-3643-2967（池田義明）
　　090-3645-2765（伊東）

ひまわりサロン
時　12 月20 日（水）午前10 時～
内ポトラックパーティー
　（一品持ち寄り）
場やすらぎ会館
　（川口市南鳩ヶ谷 6-8-16）
　10 月の「申ぼぼ」づくり、と
てもかわいいものができました。
☎ 080-5431-0123（島田）

スイートめろん
内ボウリング＆食事、カラオケ
時平成 30 年１月 27 日（土）
　午前 10 時～午後１時 30 分
場カラオケバンバン土浦サンタ
　ス店（土浦市中村東）
費　1 人 1,000 円
期　12 月 25 日（月）まで
☎ 080-5229-2006（星川美智子）
☎ 090-2888-5789（高木由記子）

茨城おおくま友の会
内もちつき＆クリスマス会！
時　12月16 日（土）午前10時集合
場たかはら自然塾
　（茨城県日立市十王町）
内クリスマス会＆もちつき
費　500 円
期　12月10日（日）まで
☎ 090-3754-7849（玉澤優子）  
☎ 090-4319-3348（寺阪玲子）

埼玉・おおくま友の会

埼玉県

栃木おおくまの会
栃木県

スイートめろん
積小為大の会
茨城おおくま友の会

茨城県
もみの木
大熊町山田会

大熊町いわき会
おおくまいわき友の会

古滝屋温泉日帰りお茶会
すまいるサロン

ママだってやってみ隊

ひまわりサロン

ふるさとおおくま会

おおくま町会津会
大熊町の明日を考える会
こらんしょ大熊
おおくままち北浜グループ
福島県フレンドリー東北宮城県

町民掲示板 各地で活動する町民コミュニティ団体です。
皆さんのご参加をお待ちしています。

団体名 拠点 代表 お問い合わせ先

県内

　大熊町いわき会 いわき市 澤内　俊昭 　090-7060-9464
　おおくまいわき友の会 いわき市 池田　義明 　090-3643-2967
　大熊町山田会 いわき市南部 三瓶　道教 　090-2958-4174
　ふるさとおおくま会 いわき市北部 石橋　英雄 　090-2270-8138
　すまいるサロン いわき市 熊谷美香子 　080-1830-5567（小林和子）
　古滝屋温泉日帰りお茶会 いわき市 市川　スミ 　080-6007-6824
　おおくままち北浜グループ 浜通り北部 小林　五藏 　080-1814-9819
　おおくま町会津会 会津若松市 浅野　　孝 　090-7078-2327（山本三起子）
　ママだってやってみ隊 会津若松市 三瓶　美和 　090-6259-7933（阿部智英子）
　もみの木 白河市 深代　賢治 　090-9531-1595
　こらんしょ大熊 県北地方 菅野　充史 　090-2361-7451（泉広隆）
　おおくままちの明日を考える会 県中地方 太田　文代 　080-1808-8333

県外

　茨城おおくま友の会 茨城県内 玉澤　優子 　090-3754-7849
　スイートめろん 茨城県南部 吉田　義明 　080-5229-2006（星川美智子）
　積小為大の会 茨城県内 浅野　秀蔵 　080-1657-7286
　栃木おおくまの会 栃木県内 坂上　信行 　090-2600-5826
　埼玉・おおくま友の会 埼玉県内 倉嶋　要三 　090-7934-8508
　ひまわりサロン 埼玉県川口市 島田由紀子 　080-5431-0123
　フレンドリー東北 仙台市 木幡　伸夫 　090-4314-8444

みんな

集まれ！
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埼玉・おおくま友の会

埼玉県

栃木おおくまの会
栃木県

スイートめろん
積小為大の会
茨城おおくま友の会

茨城県
もみの木
大熊町山田会

大熊町いわき会
おおくまいわき友の会

古滝屋温泉日帰りお茶会
すまいるサロン

ママだってやってみ隊

ひまわりサロン

ふるさとおおくま会

おおくま町会津会
大熊町の明日を考える会
こらんしょ大熊
おおくままち北浜グループ
福島県フレンドリー東北宮城県

町民掲示板 各地で活動する町民コミュニティ団体です。
皆さんのご参加をお待ちしています。

団体名 拠点 代表 お問い合わせ先

県内

　大熊町いわき会 いわき市 澤内　俊昭 　090-7060-9464
　おおくまいわき友の会 いわき市 池田　義明 　090-3643-2967
　大熊町山田会 いわき市南部 三瓶　道教 　090-2958-4174
　ふるさとおおくま会 いわき市北部 石橋　英雄 　090-2270-8138
　すまいるサロン いわき市 熊谷美香子 　080-1830-5567（小林和子）
　古滝屋温泉日帰りお茶会 いわき市 市川　スミ 　080-6007-6824
　おおくままち北浜グループ 浜通り北部 小林　五藏 　080-1814-9819
　おおくま町会津会 会津若松市 浅野　　孝 　090-7078-2327（山本三起子）
　ママだってやってみ隊 会津若松市 三瓶　美和 　090-6259-7933（阿部智英子）
　もみの木 白河市 深代　賢治 　090-9531-1595
　こらんしょ大熊 県北地方 菅野　充史 　090-2361-7451（泉広隆）
　おおくままちの明日を考える会 県中地方 太田　文代 　080-1808-8333

県外

　茨城おおくま友の会 茨城県内 玉澤　優子 　090-3754-7849
　スイートめろん 茨城県南部 吉田　義明 　080-5229-2006（星川美智子）
　積小為大の会 茨城県内 浅野　秀蔵 　080-1657-7286
　栃木おおくまの会 栃木県内 坂上　信行 　090-2600-5826
　埼玉・おおくま友の会 埼玉県内 倉嶋　要三 　090-7934-8508
　ひまわりサロン 埼玉県川口市 島田由紀子 　080-5431-0123
　フレンドリー東北 仙台市 木幡　伸夫 　090-4314-8444

みんな

集まれ！
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表
紙
の
写
真

　

重
要
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
だ
っ
た
秋
。「
ま
ち
の

話
題
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る

記
事
が
増
え
ま
し
た
。
紙
面
の

都
合
上
、
写
真
を
掲
載
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
最
も

上
手
に
撮
れ
た
写
真
で
は
な

く
、
小
さ
く
掲
載
し
て
も
見
や

す
い
写
真
を
選
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
も
。
毎
回
の
悩
み

ど
こ
ろ
で
す
（
村
）

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
最
終
16
区

を
走
っ
た
三
瓶
優
成
選
手
が
県

庁
前
に
ゴ
ー
ル
す
る
直
前
の
写

真
で
す
。
先
月
号
の
「
お
お
く

ま
ふ
れ
あ
い
通
信
」
で
ア
ン

カ
ー
を
務
め
る
こ
と
に
「
強
い

誇
り
と
責
任
を
感
じ
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
区
間
15
位

の
力
走
で
、
見
事
に
責
任
を
果

た
し
ま
し
た
。
現
在
高
校
１
年

生
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

編
集
後
記

　　　　　
http://www.town.okuma.fukushima.jp/

大熊町公式サイト

　　　インターネットで町の情報をキャッチ！

http://www.facebook.com/town.okuma.fukushima/

町公式フェイスブック
　　「おおくま広報室」

 　「おおくま広報室」で Facebook を検索！

 

新しいタブレットのお問い合わせは、こちらまで！

おおくまアプリサポートセンター

フリーダイヤル：0120-090-215
通話無料 ( 平日 午前 9 時～午後 6 時 )

副
町
長
室
か
ら　
　
　
　

石
田　

仁

　

飯
豊
の
峰
嶺
も
白
く
な
り
、
会
津
の
里
に
も
雪
の
便
り
が

届
き
ま
し
た
。
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
師
走
を
迎
え
、
皆

さ
ん
気
ぜ
わ
し
い
時
期
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
梅
雨
が
明
け
た
夏
も
梅
雨
の
よ
う
な
天
候
が
続

き
、
日
照
不
足
で
コ
メ
の
登
熟
が
遅
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
収

穫
期
に
は
台
風
や
長
雨
で
稲
が
倒
伏
す
る
な
ど
し
て
、
11
月

中
旬
ま
で
稲
刈
り
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
気
象
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
数
日
分
の
災
害
用
備
蓄
を
忘
れ
な
い
な
ど
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

歳
を
重
ね
る
ほ
ど
１
年
の
経
過
を
早
く
感
じ
る
と
い
う

「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」
を
、
12
月
に
は
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

震
災
以
前
の
記
憶
は
は
る
か
昔
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
一

方
、
震
災
以
降
の
記
憶
を
つ
い
最
近
の
こ
と
よ
う
に
錯
覚
し

て
し
ま
い
ま
す
。
老
化
に
よ
る
錯
覚
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
１
年
は
長
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
短
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

震
災
前
、12
月
と
い
う
と
新
年
を
迎
え
る
た
め
の
大
掃
除
、

も
ち
つ
き
、
し
め
縄
作
り
な
ど
で
文
字
通
り
走
り
回
り
ま
し

た
。
今
、
も
ち
や
し
め
縄
は
買
っ
て
済
ま
せ
る
寂
し
い
生
活

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
大
晦
日
の
晩
は
そ
の
年
を
無
事

に
過
ご
し
た
こ
と
を
祝
い
、
歳
神
様
を
を
お
迎
え
し
て
感
謝

の
ご
馳
走
を
い
た
だ
く
も
の
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
年
を
感
謝
し
、
新
た
な
一
年
を
前
向
き
に
生
き
る
気

持
ち
で
元
旦
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

本
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
良
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

今年も師走

●町民避難先（平成29年11 月１日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数
海外 0 福島市 211
不明 1 会津若松市 945
北海道 34 郡山市 1,072
青森県 23 いわき市 4,653
岩手県 2 白河市 73
宮城県 199 須賀川市 97
秋田県 21 喜多方市 46
山形県 38 相馬市 101
福島県 7,977 二本松市 37
茨城県 497 田村市 63
栃木県 194 南相馬市 261
群馬県 86 伊達市 7
埼玉県 384 本宮市 35
千葉県 260 桑折町 5
東京都 255 国見町 2
神奈川県 172 川俣町 1
新潟県 209 大玉村 33
富山県 5 鏡石町 12
石川県 15 天栄村 0
福井県 8 下郷町 0
山梨県 6 檜枝岐村 0
長野県 8 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 2
静岡県 22 北塩原村 0
愛知県 8 西会津町 1
三重県 5 磐梯町 7
滋賀県 0 猪苗代町 10
京都府 7 会津坂下町 18
大阪府 19 湯川村 3
兵庫県 7 柳津町 0
奈良県 0 三島町 1
和歌山県 4 金山町 1
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 0 会津美里町 24
岡山県 3 西郷村 17
広島県 0 泉崎村 16
山口県 2 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 18
香川県 1 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 5
福岡県 25 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 4
長崎県 2 玉川村 1
熊本県 0 平田村 1
大分県 10 浅川町 7
宮崎県 22 古殿町 7
鹿児島県 1 三春町 52
沖縄県 6 小野町 11

計 10,548 広野町 51
  楢葉町 22
  富岡町 2
●人口および世帯 川内村 11
平成23年３月11日時点 大熊町 0
11,505 人 4,235世帯 双葉町 0
平成29年10月31日現在 浪江町 2
人口 10,548 葛尾村 0
増減 △ 957 新地町 28
世帯数 3,840 飯舘村 0
増減 △ 395 計 7,977

メール　okuma@town.okuma.fukushima.jp
はがき　〒 965-0873　福島県会津若松市追手町 2-41
　　　　「大熊町役場　総務課秘書広聴係」宛

町に対するお声や

今月号の感想など

何でも OK です！

情報、ご意見を

 町にお寄せください

「広報おおくま」お届けします！

問大熊町役場会津若松出張所　総務課秘書広聴係

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
八 巻 慶

けいす け

亮 祐一・絵理子 清　　水

星 川 陽
ひ な た

向 旭 ・ 静 加 清　　水

吉 田 楓
ふ う か

香 祐太朗・知美 旭　　台

遠 藤 虹
こ う し

志 智志・絵美 新　　町

横 山 陽
ひ な た

菜 直之・宏美 新　　町

大川𠩤栞
か ん な

奈 禎人・綾子 高　　平

岩 崎 倖
ゆ き と

士 安伸・早紀 向　　畑

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

吉　岡　　陸 大　　野 三　木　彩　加 いわき市
中　山　　翔 いわき市 橋　本　莉　沙 向　　畑
手　塚　恭　行 本 宮 市 廣　田　美　幸 旭　　台

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

泉　田　チカ子 83 歳 諏　　 訪
吉　田　善　伊 79 歳 熊　　 町
山　田　勝　康 88 歳 東　　 平
佐　光　美奈子 76 歳 西 大 和 久
渡　邉　泰　至 59 歳 長 者 原

※ 2017 年（平成 29 年）10 月
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広島県 0 泉崎村 16
山口県 2 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 18
香川県 1 棚倉町 1
愛媛県 2 矢祭町 0
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福岡県 25 鮫川村 0
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大分県 10 浅川町 7
宮崎県 22 古殿町 7
鹿児島県 1 三春町 52
沖縄県 6 小野町 11

計 10,548 広野町 51
  楢葉町 22
  富岡町 2
●人口および世帯 川内村 11
平成23年３月11日時点 大熊町 0
11,505 人 4,235世帯 双葉町 0
平成29年10月31日現在 浪江町 2
人口 10,548 葛尾村 0
増減 △ 957 新地町 28
世帯数 3,840 飯舘村 0
増減 △ 395 計 7,977
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はがき　〒 965-0873　福島県会津若松市追手町 2-41
　　　　「大熊町役場　総務課秘書広聴係」宛

町に対するお声や

今月号の感想など

何でも OK です！

情報、ご意見を

 町にお寄せください

「広報おおくま」お届けします！

問大熊町役場会津若松出張所　総務課秘書広聴係

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所
八 巻 慶

けいす け

亮 祐一・絵理子 清　　水

星 川 陽
ひ な た

向 旭 ・ 静 加 清　　水

吉 田 楓
ふ う か

香 祐太朗・知美 旭　　台

遠 藤 虹
こ う し

志 智志・絵美 新　　町

横 山 陽
ひ な た

菜 直之・宏美 新　　町

大川𠩤栞
か ん な

奈 禎人・綾子 高　　平

岩 崎 倖
ゆ き と

士 安伸・早紀 向　　畑

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

吉　岡　　陸 大　　野 三　木　彩　加 いわき市
中　山　　翔 いわき市 橋　本　莉　沙 向　　畑
手　塚　恭　行 本 宮 市 廣　田　美　幸 旭　　台

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

泉　田　チカ子 83 歳 諏　　 訪
吉　田　善　伊 79 歳 熊　　 町
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※ 2017 年（平成 29 年）10 月
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大熊町コミュニティ支援事務所
●大熊町コミュニティ支援広域事務所
〒970-1144　いわき市好間工業団地1-43　
　大熊町役場いわき出張所内
　☎ 070-5581-5939
●梨の実サロン平
〒 970-8026　いわき市平字新田前 6-10
　☎ 0246-38-3236

大熊町社会福祉協議会
〒 970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　大熊町役場いわき出張所内
　☎ 0246-38-8938

大熊町商工会
〒 970-1152　
　いわき市好間町中好間字上川原 36-1
　☎ 0246-85-5103　

大熊町役場
●会津若松出張所　〒965-0873　会津若松市追手町 2-41
　（総務課、企画調整課、住民課、福祉課、生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）
　☎ 0120-26-3844（フリーダイヤル）
●いわき出張所　〒970-1144　いわき市好間工業団地 1-43
　（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事業課、生活支援係、庶務係、税務課）
　☎ 0120-26-5671（フリーダイヤル）
●中通り連絡事務所　〒963-8035　郡山市希望ケ丘11-10
　☎ 0120-24-1013（フリーダイヤル）
●大川原連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字南平 1138-2
　☎ 0120-23-1095（フリーダイヤル）
●現地連絡事務所　〒 979-1306　大熊町大字大川原字手の倉125　坂下ダム管理事務所内
　☎ 0240-32-2318

大
熊
町
関
連
施
設
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
熊
中
特
設
合
唱
部
と
吹
奏
楽

部
の
３
年
生
引
退
記
念
演
奏
会
が

10
月
22
日
、
会
津
若
松
市
の
会
津

学
鳳
中
・
高
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
引
退
す
る
３
年
生
を
中
心

に
、
大
熊
中
卒
業
生
や
会
津
シ
ン

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
石

川
吹
奏
楽
団
も
出
演
し
、
迫
力
あ

る
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
と
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

演
奏
の
後
、
顧
問
の
酒
井
澄
人

教
諭
か
ら
３
年
生
一
人
一
人
に
花

束
が
手
渡
さ
れ
る
と
涙
ぐ
む
生
徒

も
い
て
、
充
実
し
た
部
活
動
の
引

退
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　町の風景の変化、表情豊かな町民の様子を
写真とともにお伝えします。

大熊中合唱部、吹奏楽部３年生が引退演奏会

点描おおくま


